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ハートフルシティおのハートフルシティおの

今年もよい年でありますように・・・・・　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　金鑵城遺跡広場から望む昇陽　　（写真提供：小野自然写真の会）



　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
お
揃
い
で
輝

か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　「
変
え
よ
う
小
野
、
変
わ
ろ
う

小
野
市
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、

市
長
就
任
以
来
３
年
間
、
全
力
で

行
政
運
営
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
私
の
行
動
指
針
は
、「
現
場
・

現
物
主
義
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
積

極
的
に
市
民
の
声
を
お
聞
き
し
、

市
政
に
反
映
す
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
基
本
的
な
取
組
姿
勢
は
、

「
今
ま
で
は
こ
う
で
あ
っ
た
と
い

う
前
例
踏
襲
を
打
破
す
る
こ
と
」

で
あ
り
、「
か
く
あ
ら
ね
ば
な
ら

な
い
と
い
う
固
定
観
念
に
と
ら
わ

れ
な
い
視
点
を
常
に
検
証
す
る
こ

と
」
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
次
の
４
つ
の
柱
を
バ

ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
行
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
第
一
の
柱
は
、
市
役
所
と

は
、
市
民
の
役
に
立
つ
所
と
書
く

と
お
り
、
顧
客
＝
市
民
の
満
足
度

を
追
及
す
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
拠

点
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　
そ
の
為
に
、
他
市
に
先
駆
け
市

民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
土
曜
開
庁
、

図
書
館
開
館
時
間
の
延
長
、
市
民

病
院
あ
ん
し
ん
窓
口
の
設
置
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。
　
　

　
第
二
の
柱
は
、
市
民
の
目
線
に

立
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
為
に
、
市
政
懇
話
会
や
子

供
議
会
・
女
性
議
会
の
開
催
、
市

長
へ
の
手
紙
や
ま
ち
づ
く
り
モ
ニ

タ
ー
制
度
の
創
設
、
広
報
お
の
の

充
実
な
ど
に
よ
る
広
報
・
広
聴
活

動
を
拡
充
し
ま
し
た
。

　
第
三
の
柱
は
、
行
政
効
果
と
コ

ス
ト
意
識
の
徹
底
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
為
に
、
独
自
の
入
札
制
度

の
改
善
を
行
い
、
よ
り
公
平
性
・

透
明
性
・
競
争
性
を
高
め
ま
し
た
。

ま
た
、
行
政
改
革
の
推
進
に
よ
り

事
業
の
再
構
築
、
財
政
の
健
全
化

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
第
四
の
柱
は
、
意
識
改
革
に
よ

る
人
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
為
に
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
、

複
線
型
人
事
管
理
制
度
・
方
針
管

理
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
仕
事
の

シ
ス
テ
ム
を
再
構
築
し
ま
し
た
。

　
就
任
以
来
、
匠
台
公
園
及
び
体

育
館
、
夢
の
森
公
園
、
き
す
み
の

見
晴
ら
し
の
森
、
広
渡
廃
寺
跡
歴

史
公
園
、
こ
だ
ま
の
森
、
水
辺
の

楽
校
、
斎
場
「
湧
水
苑
」、
と
次
々

に
新
し
い
施
設
の
整
備
に
取
組
み
、

国
道
１
７
５
号
の
４
車
線
化
、
県

道
三
木
山
崎
線
の
開
通
と
い
っ
た

社
会
基
盤
整
備
も
着
実
に
進
捗
す

る
な
か
、
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
〜
１
日
１
万
歩
運
動
〜
の
展

開
に
よ
る
健
康
づ
く
り
・
仲
間
づ

く
り
、　
歳
の
人
生
第
２
の
成
人

式
エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
・
パ
ー

テ
ィ
の
開
催
に
よ
る
生
き
が
い
づ

く
り
な
ど
ソ
フ
ト
面
で
の
施
策
に

も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
経
済
誌
上
に
お
い
て

毎
年
発
表
さ
れ
て
い
る
、
快
適
性

・
経
済
力
・
成
長
度
と
い
う
３
項

目
を
基
準
に
し
た
、
ニ
ッ
ポ
ン
２

０
０
１
年
全
６
９
３
都
市
ラ
ン
キ

ン
グ
に
お
い
て
、
小
野
市
が
全
国

で
　
位
と
い
う
評
価
を
得
た
の
で

あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
評
価
が
よ
り
実
感

で
き
る
よ
う
に
、
今
春
オ
ー
プ
ン

予
定
の
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
の
整

備
、
児
童
館
の
建
設
、
来
住
小
学

校
校
舎
改
築
、
市
営
住
宅
中
町
団

地
の
建
替
、
道
路
舗
装
率
・
下
水

道
普
及
率
の
ア
ッ
プ
、
白
雲
谷
温

泉
の
建
設
、
Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
の
電

化
事
業
、
加
え
て
、
小
野
長
寿
の

郷
（
仮
称
）
構
想
の
推
進
な
ど
の

施
策
を
は
じ
め
市
民
ニ
ー
ズ
に
基

づ
く
各
種
事
業
を
着
実
に
展
開
し
、

小
野
市
を
誇
り
に
思
え
る
ま
ち
づ

く
り
に
向
か
っ
て
、
積
極
的
に
施

策
を
展
開
し
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　
今
ま
さ
に
、
行
政
に
問
わ
れ
て

い
る
の
は
「
何
を
し
て
い
る
の
か
」

で
は
な
く
、「
何
を
も
た
ら
し
た

の
か
」
と
い
う
行
政
成
果
を
徹
底

さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
目
線
に
立
ち
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
そ
し

て
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
、
新
た

な
創
造
へ
向
け
更
な
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
よ
り
一
層
、
ご
理
解
、
ご
支
援

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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市
民
の
み
な
さ
ま
、
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

す
が
す
が
し
い
新
春
を
、
ご
家
族

お
そ
ろ
い
で
お
迎
え
の
こ
と
、
謹

ん
で
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
輝
く
二
十
一
世
紀
の
幕
開
け
と

な
る
べ
き
昨
年
は
、
米
国
同
時
多

発
テ
ロ
事
件
を
発
端
と
し
て
、
衝

撃
的
な
出
来
事
が
世
界
を
席
巻
し

ま
し
た
。

　
日
本
で
は
、
自
衛
隊
派
遣
問
題

に
は
じ
ま
り
、
景
気
回
復
を
柱
と

し
た
構
造
改
革
な
ど
、
議
論
沸
騰

の
な
か
、
内
親
王
の
ご
誕
生
に
一

筋
の
明
る
い
光
が
さ
し
た
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　
小
野
市
で
は
、
だ
れ
も
が
幸
せ

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
に
、
福
祉
、
教
育
、
環

境
、
都
市
基
盤
整
備
、
産
業
な
ど

す
べ
て
の
分
野
に
お
い
て
、
二
十

一
世
紀
に
対
応
で
き
る
よ
う
小
野

市
基
本
構
想
「
夢
プ
ラ
ン
二
〇
一

〇
お
の
総
合
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、

こ
れ
に
基
づ
き
、
こ
れ
か
ら
の
あ

た
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
年
の
、
大
き
な
事
業
と
し
て

は
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
も
っ

て
暮
ら
せ
る
理
想
郷
と
し
て
の
小

野
長
寿
の
郷
（
仮
称
）
構
想
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
事

業
に
あ
わ
せ
活
性
化
と
雇
用
の
確

保
が
見
込
め
る
大
規
模
複
合
商
業

施
設
の
誘
致
、
ロ
ー
カ
ル
線
の
活

性
化
と
地
域
振
興
を
め
ざ
し
た
Ｊ

Ｒ
加
古
川
線
の
電
化
事
業
、
黍
田

町
の
白
雲
谷
温
泉
施
設
の
建
設
、

ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
に
隣
接
す
る

児
童
館
の
建
設
等
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
近
年
、
日
本
経
済
の
低
迷
に
加

え
、
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
な
ど
で
さ

ら
に
雇
用
不
安
が
増
し
て
お
り
、

小
野
市
に
お
い
て
も
、
市
税
等
の

収
入
が
減
少
す
る
な
ど
市
財
政
は

厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

各
施
策
を
慎
重
に
審
議
す
る
と
と

も
に
予
算
編
成
は
も
と
よ
り
、
市

民
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
、
執
行
機

関
と
協
働
し
つ
つ
、
活
力
あ
る
小

野
市
を
つ
く
る
た
め
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
に
開
か
れ
た
市
議

会
を
め
ざ
し
、
本
会
議
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
放
映
し
て
お

り
、
住
民
と
議
会
を
つ
な
ぐ
情
報

の
発
信
基
地
と
し
て
、
引
き
続
き
、

よ
り
身
近
で
わ
か
り
や
す
い
議
会

運
営
に
力
を
傾
け
て
参
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
議
員
一
同
は
、
住
民

の
代
表
と
し
て
、
市
民
の
み
な
さ

ま
方
の
ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
、

議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
、

議
会
と
執
行
機
関
が
車
の
両
輪
の

よ
う
に
互
い
の
立
場
を
尊
重
し
、

市
民
福
祉
を
押
し
進
め
る
た
め
邁

進
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
が
、
ま
す
ま
す
良
い
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
小
野
市

が
、
快
適
性
、
経
済
力
、
成
長
度

の
視
点
か
ら
各
都
市
を
評
価
し
た

経
済
誌
の
総
合
力
評
価
で
は
、
全

国
の
六
百
九
十
三
都
市
中
、
第
四

十
三
位
と
な
っ
た
ラ
ン
キ
ン
グ
を
、

さ
ら
に
上
回
る
よ
う
努
力
を
重
ね

る
と
と
も
に
、
市
民
の
み
な
さ
ま

方
の
更
な
る
ご
協
力
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
民

の
み
な
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
祈
念
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

キラリと輝く

　　　　都市をめ
ま ち
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エイジ・ルネサンス・パーティ２００１を開催
　夢と喜びあふれる「生涯青春」の実践をめざし、６５歳到達者
を対象にした（第２の成人式）パーティをトーク・コーディ
ネーターに桂三枝さんを招き開催しました。

１月１月

市立河合小学校の新しい体育館が完成
　校舎に引き続き、体育館も新しく完成しました。同体育
館は、鉄筋コンクリート造、２階建、延べ面積１，１６１ｍ２で
バレーボールコート２面がゆったりした広さ、２階には、
卓球スペースも備えています。

２月２月

「こだまの森」公園がオープン
　周囲を山に囲まれ自然あふれる丘陵地にあり、複合遊具、
散策路、芝生広場、アスレチック遊具、健康の小道など、
子どもから高齢者までが一緒に楽しむことができます。

４月４月

女性消防団「サンフラワーズ１１９」発足
　播磨地域で初となる２４名の女性だけの消防団として発足しました。
　市民に対する心肺蘇生法の技術普及や火災予防運動のイベント参加
などで活躍していただいています。

４月４月

夢プラン２０１０おの総合計画がスタート
　「住んでいてよかったと思えるまち、住んでいることを誇りに
思えるすばらしいまち」を創るために、西暦２０１０年を目標にした、
市民参画により策定された新しい総合計画がスタートしました。

４月４月

市庁舎周辺をバリアフリー化
　玄関入り口にはスロープとともに、北播の自治体では初
めてエスカレーターを設置しました。また、玄関前一帯を
歩道と車道の段差をなくすなどバリアフリー化にしました。
　市舎前の市民広場は、芝生を張り、シンボルとなるケヤ
キのツインツリーを植え、電飾を施し、１２月にはクリスマ
ス気分を盛り上げました。

４月４月

イチイチキュー

▲エイジ・ルネサンス・パーティ２００１

▲子どもたちに人気の複合遊具（「こだまの森」公園）

女性消防団「サンフラワーズ１１９」の皆さん

市庁舎玄関および市民広場

平成１３年を振り返って

　いろいろな事業等を展開しました。

１０大ニュース」を紹介します。

昨年１年間を振り返ってみると、

その中から選んだ「小野市

　いろいろな事業等を展開しました。

１０大ニュース」を紹介します。

昨年１年間を振り返ってみると、

その中から選んだ「小野市
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昨
年
の
広
報
９
月
号
で
県
道
の

愛
称
名
を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ

　
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
か
ら
、
こ
の
道
に
ふ
さ
わ
し

い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
名
称

を
「
き
ら
ら
通
り
」
に
決
定
し
ま

し
た
。

　
こ
の
道
は
、
朝
日
も
夕
日
も
大

変
美
し
く
、
太
陽
が
キ
ラ
キ
ラ
と

降
り
そ
そ
ぎ
、
ま
た
こ
が
ね
色
に

色
づ
く
「
い
ち
ょ
う
並
木
」
は
、

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
称
が

つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

１２月１２月 県道三木山崎線が全面開通
　市街地北部を環状する道路であり、市街地の活性化
に寄与するものとして期待されます。
　「アダプトプログラム」による活動も始まり、市民
の手により街路樹、花の世話をしていただく道路でも
あります。　

小野長寿の郷（仮称）構想の発表
　県が、市場・山田地区に計画している理想の長寿社
会モデル事業の構想が発表されました。
　１２月には、同構想のシンポジウムを開催し、当市
で一大プロジェクトが始まります。

１１月１１月

「おの恋おどり」の小野まつり
　「見るだけでなく、参加する」まつりとして、今年
から「よさこい」の小野オリジナル「おの恋おどり」
が始まり、市内外から１６チームが参加されました。

８月８月

「ひまわり」の花が満開
　「ひまわりの丘公園」南側の３．４ヘクタールの農
地一面に、７月下旬頃から「ひまわり」の花が咲き誇
り、のべ２万人が訪れ、黄色いひまわりの花のじゅう
たんを楽しみました。

７月７月

『
き
ら
ら
通
り
』
に
決
定
！

『
き
ら
ら
通
り
』
に
決
定
！

『
き
ら
ら
通
り
』
に
決
定
！

県
道
三
木
山
崎
線
愛
称
名

満開に咲いた「ひまわり」（ひまわりの丘公園南側農地）

「よさこい」の小野オリジナル「おの恋おどり」

「
き
ら
ら
通
り
」
と
名
付
け
ら
れ
た

県
道
三
木
山
崎
線

平成１３年を振り返って

　いろいろな事業等を展開しました。

１０大ニュース」を紹介します。

昨年１年間を振り返ってみると、

その中から選んだ「小野市

　いろいろな事業等を展開しました。

１０大ニュース」を紹介します。

昨年１年間を振り返ってみると、

その中から選んだ「小野市

９６



１．

計
画
の
目
標

　
　
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
か
し
た

　
　
他
に
は
な
い
施
設
づ
く
り

　
　
森
・
水
・
光
を
テ
ー
マ
に
し

　
　
た
人
の
集
う
温
泉

２．

建
物
の
概
要
　
　

　
延
床
面
積
　
約
２，
０
０
０
　

　
構
造
規
模
　
Ｒ
Ｃ
造
一
部
木
造
、

　
　
　
　
　
　
Ｓ
造
平
屋
建
て

３．

配
置
計
画

　
　
環
境
資
源
を
活
か
し
、
森
の

　
　
再
生
を
基
本
方
針
と
し
ま
す
。

　
　
利
用
者
に
森
と
池
の
四
季
が

　
　
感
じ
ら
れ
る
配
置
と
し
ま
す
。

　
　
敷
地
の
高
低
差
を
活
か
し
、

　
　
池
を
施
設
の
構
成
要
素
と
し

　
　
て
取
り
込
む
計
画
と
し
ま
す
。

６平成１４年　広報「おの」１月号

平
成
　
年
春
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
て
・・・

温
泉
活
用
施
設

　
　
建
築
基
本
原
案
ま
と
ま
る

は

く

う

ん

だ

に

は

く

う

ん

だ

に

　
温
泉
施
設
の
設
計
に
実
績
の
あ
る
　
社
を
選
定
し
、
提
案
競
技
に
よ
り

採
用
案
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
学
識
者
、
市
民
、
市
職
員
の
８
名
で
組
織
す
る

審
査
委
員
会
に
６
社
か
ら
提
案
説
明
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
提
案
内
容
に

つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

１０

１６

平
成
　
年
春
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
て
・・・

１６

●
各
ゾ
ー
ン
区
分
図

　
温
泉
活
用
施
設
全
体
の
イ
メ
ー
ジ

原
案
の
概
要
は
？

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ゾ
ー
ン
の
イ
メ
ー
ジ

○１○２○３ ○１○２

ｍ２



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

７ 平成１４年　広報「おの」１月号

４．

建
築
計
画

　
　
周
囲
の
自
然
環
境
の
活
用
を

　
　
図
り
、
森
と
水
と
光
を
五
感

　
　
に
感
じ
と
る
空
間
を
創
出
し

　
　
ま
す
。

　
　
出
会
い
と
交
流
の
場
を
演
出

　
　
し
ま
す
。

　
　
屋
上
緑
化
に
よ
り
景
観
形
成
、

　
　
環
境
負
荷
低
減
を
図
り
ま
す
。

　
　
健
康
福
祉
の
増
進
と
将
来
対

　
　
応
を
踏
ま
え
た
フ
レ
キ
シ
ビ

　
　
リ
テ
ィ
あ
る
空
間
を
創
出
し

　
　
ま
す
。

５．

温
浴
ゾ
ー
ン

　
　
水
辺
と
森
を
テ
ー
マ
に
し
た

　
　
特
徴
あ
る
構
成
と
し
ま
す
。

　
　
浴
室
の
快
適
性
と
個
性
を
高

　
　
め
ま
す
。

　
　
福
祉
風
呂
お
よ
び
リ
ラ
ク
ゼ

　
　
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
施
設
を
設

　
　
け
、
健
康
と
福
祉
の
増
進
に

　
　
寄
与
し
ま
す
。

６．

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
集
会

ゾ
ー
ン

　
温
浴
施
設
を
テ
ー
マ
に
新
た
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
創
り
の
拠
点
と
な

る
出
会
い
と
交
流
の
場
を
創
出
し

ま
す
。

※
原
案
で
あ
る
た
め
、
実
施
に
あ

　
た
っ
て
多
少
の
変
更
が
生
じ
ま

　
す
。

　
温
浴
ゾ
ー
ン
の
イ
メ
ー
ジ

　
温
浴
ゾ
ー
ン
の
イ
メ
ー
ジ

●平面図も
う
ご
利
用
さ
れ
ま
し
た
か
？

温
泉
ス
タ
ン
ド
大
盛
況

温
泉
ス
タ
ン
ド
大
盛
況

　
ま
ち
づ
く
り
モ
ニ
タ
ー
（
　
人
）

の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
依
頼

し
、
市
民
の
方
か
ら
意
見
等
を
お

聞
き
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１．
温
泉
施
設
の
利
用
状
況
は
？

　
　
年
１
回
以
上
（
　
・
７
％
）

２．
主
に
行
く
場
所
は
？

　
　
近
く
の
温
泉
（
　
・
６
％
）

　
　
県
外
（
　
・
２
％
）

　
　
県
内
（
　
・
３
％
）

３．
温
泉
施
設
の
利
用
基
準
は
？

　
　（
複
数
回
答
）

　
　
低
料
金
（
　
・
９
％
）

　
　
清
潔
（
　
・
９
％
）

４．
福
祉
風
呂
の
設
置
は
？

　
　
大
変
良
い
（
　
・
７
％
）

５．
レ
ス
ト
ラ
ン
は
？

　
　
大
衆
向
き
（
　
・
４
％
）

６．
朝
市
は
？

　
　
定
期
開
催
（
　
・
２
％
）

７．
温
泉
施
設
の
利
用
料
金
は
？

　
　
近
隣
市
町
と
同
程
度

　
　
　
　
　
　
　
　（
　
・
９
％
）

８．
温
泉
ス
タ
ン
ド
使
用
料
は
？

　
　
　
　
１
０
０
円
（
　
・
９
％
）

※
主
た
る
回
答
結
果
の
み
記
載

　
平
成
　
年
　
月
　
日
に
黍
田
町

の
黍
田
会
館
前
で
オ
ー
プ
ン
し
た

温
泉
ス
タ
ン
ド
の
利
用
状
況
は
、

市
内
は
も
と
よ
り
市
外
の
利
用
も

多
く
、
１
年
間
で
約
４
万
人
と
大

盛
況
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
ご
利
用
い
た

だ
き
、
ご
家
庭
で
温
泉
気
分
を
味

わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

白雲谷池

水辺の湯

店舗工房

レストラン

福祉風呂

であいひろば

森の湯

集会室

２０

７０ ７１
７０ ７６ ８７

７１
６４ ２８３０

３９ ６６

７２

１２

１２

２６

○１

○１○２○３

○２○３○４

リ
ッ
ト
ル

ま
ち
づ
く
り
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る

　
　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果



　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
模
様
は
、
次

の
番
組
に
お
い
て
放
映
さ
れ
る
予

定
で
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
放
映
日
時
　
２
月
３
日
　
　
　

時
か
ら
　
時

▼
放
送
局
名
　
サ
ン
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン▼
番
組
タ
イ
ト
ル
　「
ひ
ょ
う
ご

日
曜
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

８平成１４年　広報「おの」１月号

　
内
閣
府
特
命
顧
問
を
務
め
る
島

田
晴
雄
慶
応
義
塾
大
学
教
授
が

「
高
齢
・
少
子
化
社
会
の
家
族
と

経
済
│
小
野
長
寿
の
郷
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し

た
。

　
続
い
て
、
井
戸
敏
三
県
知
事
、

　
　
務
小
野
市
長
ら
が
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
、
同
構
想
の
意
義
や
生

活
イ
メ
ー
ジ
、
地
元
と
の
連
携
、

構
想
に
向
け
た
課
題
な
ど
、　
世

紀
の
成
熟
社
会
へ
向
け
て
可
能
性

や
期
待
を
語
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
長
寿
の
郷
構
想
は
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
住
ま
い
、
生
き
が
い
と

誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
長
寿
社

会
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
構
想
で
す
。

　
ま
た
、
国
土
交
通
省
と
厚
生
労

働
省
は
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
を

感
じ
な
が
ら
暮
ら
せ
る
「
理
想
郷
」

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
選
定
し
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
同
構
想
に
つ
い
て
は
、

広
報
お
の
　
月
号
、
お
よ
び
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

島
田
教
授
の
特
別
講
演

大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
会
場

パネルディスカッション

　
県
が
市
南
部
の
山
田
・
市
場
地
区
に
計
画
す
る
「
小
野
長
寿
の
郷

（
仮
称
）構
想
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
　
月
９
日
　
、
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

１２

（日）１１

２１

（
ｈｔｔｐ：

／／ｗｅｂ
．

ｐｒｅｆ．ｈｙｏｇｏ
．ｊｐ

／ｏｎｏｃｈｏｕｊｙｕ
／）

「
理
想
郷
」
の

　
全
国
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に

１２

１１

（日）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
模
様
は

　
　「
ひ
ょ
う
ご
日
曜
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
放
映

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
模
様
は

　
　「
ひ
ょ
う
ご
日
曜
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
放
映

可
能
性
や
期
待
が
あ
り
ま
す

│
│
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
１，

１
０
０
人
が
参
加
│
│

お

の

ち
ょ
う

じ
ゅ

さ
と

！
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今
回
の
新
成
人
該
当
者
数
は
、

男
性
３
１
７
名
、
女
性
２
７
９
名
、

合
計
５
９
６
名
（
平
成
　
年
　
月

１
日
現
在
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
成
人
式
の
意
義
が
問
わ
れ
る
今

日
、
二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い

新
し
い
成
人
式
を
み
ん
な
で
つ
く

り
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
新
成
人
代
表
の
実
行
委
員
の
企

画
に
よ
る

第
一
部
『
Ｗ
Ａ
に
な
っ
て
し
ゃ
べ

ろ
う
』
市
長
と
新
成
人
に
よ
る
全

員
参
加
型
の
ミ
ニ
ト
ー
ク

第
二
部
『
掘
り
起
こ
せ
　
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
』
を
行
い
ま
す
。
恩
師

か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
、
思
い
出

の
記
録
な
ど
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
例
年
ど
お
り
服
装
は
、

自
由
に
し
て
い
ま
す
。

　
手
話
サ
ー
ク
ル
「
ひ
ま
わ
り
」

の
ご
協
力
に
よ
り
、
手
話
通
訳
を

行
い
ま
す
。
車
い
す
を
使
用
さ
れ

る
方
お
よ
び
介
助
を
さ
れ
る
方
の

席
も
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
　
市
民
会
館
　
大
ホ
ー
ル

▼
日
時
　
１
月
　
日
　
成
人
の
日

▼
受
付
　
８
時
　
分
か
ら
９
時
　

分『Ｗ
Ａ
に
な
っ
て
し
ゃ
べ
ろ
う
』

　
９
時
　
分
か
ら
　
時
　
分

『
掘
り
起
こ
せ
　
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
』

　
　
時
　
分
か
ら
　
時
　
分

記
念
撮
影
　
　
時
　
分
か
ら
　
時

　
分

恩
師
を
囲
む
同
窓
の
集
い
・
仲
間

の
集
い
　
　
時
　
分
頃
か
ら

※
小
野
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

に
は
案
内
状
を
お
送
り
し
て
い
ま

す
。

※
案
内
状
が
届
か
な
か
っ
た
方
も
、

お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
当
日
受
付

を
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
内
　
成
人
式
実
行
委
員
会
事

務
局
（
　
　
２
４
４
５
）
ま
で

　『
二
十
歳
』

　
と
う
と
う
私
た
ち
も
、
大
人
の

仲
間
入
り
で
す
。

　『
大
人
』
と
い
う
響
き
は
、
実

に
偉
大
で
、
貫
禄
が
あ
る
よ
う
に

聞
こ
え
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち

は
、
ま
だ
そ
ん
な
に
立
派
な
も
の

で
は
な
い
の
も
事
実
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
大
人
の
仲
間
入
り

を
し
、
た
く
さ
ん
の
自
由
を
手
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
責
任
と

い
う
も
の
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
責
任
と
い
う
も
の
に
、

押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ

う
に
自
分
を
し
っ
か
り
持
っ
て
、

一
日
一
日
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
ま
だ
ま
だ
小
さ
な

大
人
で
す
。
今
ま
で
多
く
の
人
た

ち
の
支
え
の
中
で
生
き
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
周
り
の
人
の

支
え
を
必
要
と
す
る
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
そ
ん
な
中
で
も
、
小

さ
く
て
も
い
い
か
ら
、
自
分
も
誰

か
の
支
え
と
な
れ
る
よ
う
な
何
か

を
見
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　『
大
人
』
と
い
う
響
き
に
負
け

な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
幼
い
頃
、
二
十
歳
と
い
う
の
は
、

と
て
も
立
派
な
大
人
の
存
在
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
、

そ
の
私
が
成
人
式
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
私
の
心
の
中
は
、
二
十
歳
に
な

り
き
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
世
間
か
ら
は
一
人

前
の
大
人
と
し
て
見
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
二
十
年
間
、
私
は
多

く
の
人
に
出
会
い
、
支
え
ら
れ
て

生
き
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
数

え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
愛
情
を
注
が

れ
て
育
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

私
を
育
て
て
く
れ
た
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、
す
べ
て
の
人
に
「
あ

り
が
と
う
」
の
言
葉
を
伝
え
ま
す
。

　
世
間
か
ら
見
れ
ば
、
と
て
も
ち

っ
ぽ
け
な
私
だ
け
れ
ど
も
、
私
は

私
で
あ
っ
て
他
の
だ
れ
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
私
は
大
人
と
し

て
胸
を
張
っ
て
生
き
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の

人
に
出
会
い
た
い
で
す
。
一
生
の

中
で
ど
れ
だ
け
の
人
に
出
会
え
、

私
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
え
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
れ
か
ら
の
一
つ
一
つ
の
出
会
い

を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

成
人
式
を

　
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

成人式実行副委員長

稲 岡 美 和 さん

成人式実行副委員長

井 上 則 子 さん

　
二
十
一
世
紀
の
手
作
り
成
人
式
『
集
ま
れ
ゆ
か
い
な
二
十
歳
た
ち
』

を
開
催
し
ま
す
。

　
明
日
の
小
野
市
を
担
う
新
成
人
に
一
人
で
も
多
く
お
集
ま
り
い
た
だ

き
、
社
会
人
と
し
て
の
意
識
を
新
た
に
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
お
友
達
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　
二
十
一
世
紀
の
手
作
り
成
人
式
『
集
ま
れ
ゆ
か
い
な
二
十
歳
た
ち
』

を
開
催
し
ま
す
。

　
明
日
の
小
野
市
を
担
う
新
成
人
に
一
人
で
も
多
く
お
集
ま
り
い
た
だ

き
、
社
会
人
と
し
て
の
意
識
を
新
た
に
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
お
友
達
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

１４５０

３０

１０

１０

１０

１０

４０

１０

１１

４０

１１

３０

３０

１０

２０

１３

１２

（月）

○６３

おおお
めめめ
ででで
ととと
ううう

平
成
　
年
度
　
成
人
式

１３
│
１
月
　
日
　
に
開
催
│

１４

(月)



　
　
歳
の
方
々
が
地
域
社
会
に
お

い
て
幅
広
い
分
野
で
活
躍
さ
れ
る

こ
と
は
、
社
会
が
豊
か
で
活
力
あ

る
も
の
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
そ

の
積
極
的
な
社
会
参
加
が
自
ら
の

心
の
豊
か
さ
に
通
ず
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
夢
と
喜
び
あ
ふ
れ

る
「
生
涯
青
春
」
の
実
践
を
目
指

し
、
ま
た
、
自
分
の
再
発
見
と
新

た
な
る
出
会
い
を
求
め
て
、「
エ

イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
・
パ
ー
テ
ィ

２
０
０
２
」
を
、
１
月
　
日
　
の

　
時
か
ら
小
野
市
伝
統
産
業
会
館

で
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
　
歳
を
中
心
と
し
た

実
行
委
員
会
で
は
、
事
業
内
容
に

つ
い
て
幾
度
も
検
討
・
協
議
を
重

ね
、
参
加
者
自
ら
の
式
典
と
し
て
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ま
と
め
て
き
ま
し

た
。

　
メ
イ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
桂
三
枝

氏
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
の
「
サ
ン
・

ス
テ
ー
ジ
」
で
す
が
、
他
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
心
に
響
く
演
出
を
予
定

し
、
楽
し
み
い
っ
ぱ
い
の
記
念
パ

ー
テ
ィ
に
な
る
こ
と
請
け
合
い
で

す
。

　
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
を
ほ
ん

の
少
し
お
知
ら
せ
し
、
あ
と
は
当
日

の
お
楽
し
み
と
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

第
１
部
　
プ
ロ
ロ
ー
グ

　
　
　
　（
〜
躍
動
〜
）

　
　
開
会
宣
言

　
　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
式
典

第
２
部
　
記
念
パ
ー
テ
ィ

　
　
　
　（
〜
心
の
旋
律
〜
）

　
　
懇
親
会

　
　
管
弦
楽
器
に
よ
る
「
こ
こ
　

　
　
ろ
の
調
べ
」

　
　
情
熱
と
輝
き
の
舞
台

　
　「
フ
ラ
メ
ン
コ
舞
踊
」

　

記

念

撮

影

第
３
部
　
サ
ン
・
ス
テ
ー
ジ

　
　
　
　（
〜
華
実
〜
）

　
桂
三
枝
氏
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
に

よ
る
ト
ー
ク
・
シ
ョ
ー

　「
思
い
出
に
華
、

　
　
　
　
　
人
生
に
実
り
あ
り
」

第
４
部
　
エ
ピ
ロ
ー
グ

　
　
　
　（
〜
融
和
〜
）

「
ふ
る
さ
と
」
合
唱
（
参
加
者
）

１０平成１４年　広報「おの」１月号

▼
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

（
昼
の
部
）　
時
か
ら
（
夜
の
部
）

　
時
か
ら

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
前
売
券
　
Ｓ
席
５，
５
０
０
円

Ａ
席
４，
０
０
０
円
（
当
日
券
は

各
５
０
０
円
増
し
）

▼
前
売
券
　
好
評
発
売
中

▼
曲
目
　
ふ
た
り
の
絆
（
新
曲
）・

こ
こ
ろ
酒
・
む
ら
さ
き
雨
情
・
花

の
ワ
ル
ツ
・
み
れ
ん
・
う
た
か
た

の
恋
・
雪
深
深
・
艶
姿
　
恋
絵
巻

ほ
か
多
数
（
予
定
）

トーク・コーディネーター

桂　三枝さん

歌　手

藤　あや子さん

こ
ち
ら
は
　
歳

第
２
の
成
人
式
！！

６５ト
ー
ク
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
今
年
も
桂
　
三
枝
さ
ん

１
月
　
日
１９

（土）

昨
年
の
パ
ー
テ
ィ
か
ら

や
く
ど
う

せ
ん
り
つ

こ
こ
ろ

か
じ
つ

ゆ
う
わ

は
な

み
の

○下東条地区
　担 当 区 域
中谷町
脇本町
万勝寺町
池田町
小野平
曽根町
小田上町
小田下町
小田下町
船木町
福住町
中番町
菅田町
住吉町
久保木町
高山町

　氏　名
岸本　俊司
井上　哲夫
密　　　猛
石原　哲夫
藤原　末敏
田中　増夫
服部　元威　
山畠　利治
岡嶋　廣治
柏木　利行
前田　　保
眞嶋　成介
井上　　正
金澤　幸市
藤原　重昭
渡邊　敏彦

　　住　　　　所
中谷町１７５番地の１
脇本町２７４番地
万勝寺町１３番地
池田町８６番地の１
池田町２１番地の３２６
曽根町２８３番地の１
小田町１７１０番地の１１
小田町９２４番地
小田町１３２４番地の２
船木町５８８番地
福住町４６４番地
中番町４０４番地
菅田町４７５番地
住吉町３２３番地の２
久保木町８６１番地の１
高山町１８３４番地の１００

　 氏 　 名
安 達 み ゆ き
印 田 　 律 子
中 村 か ほ る
永 井 　 元 子
大 西 　 節 子
服 部 美 智 子

　　 住　　　　所
大開町８３４番地の７３
河合中町６３５番地
下来住町１２７６番地の１
市場町３００番地
敷地町１０６３番地
小田町４０６番地の１

（敬称略）

◎主任児童委員の皆さん

６５

６５

１９

１３

（土）

（１）（２）（１）（２）（３） （３）

１３

１４

１７

２７

（日）



１１ 平成１４年　広報「おの」１月号

　新しい民生委員・児童委員および主任児童委員が昨年１２月
１日付で厚生労働大臣および兵庫県知事から委嘱されました。
　この度の一斉改選で、７名の増員が認められ、これまで以
上のこまやかな福祉相談が期待されます。
　任期は、平成１６年１１月３０日までの３年間です。
　福祉に関する相談・指導などに活躍していただきますので
お知らせします。
　民生委員・児童委員の主な仕事は、
１．生活に困窮する方の生活保護に関する相談
２．高齢者の在宅福祉などに関する相談
３．身体障害者福祉に関する相談
４．知的障害者福祉に関する相談
５．精神障害者福祉に関する相談
６．児童および母子家庭等に関する相談
７．生活福祉資金の借入れに関する相談
などです。
　以上の相談や福祉に関することは、担当地域の民生委員・
児童委員にお気軽にご相談ください。

◎民生委員・児童委員の皆さん

お気軽にご相談ください！

○小野地区
　担 当 区 域
上本町
上本町
本町
本町
本町一丁目
西本町
東本町
丸山町
上新町
上新町
神明町
神明団地
神明町分譲地
垂井町
中町・向山
中町・向山
天神町　
天神東ヶ丘・天神宿舎
日吉町　
長尾町　
栄町　
大開町
浄谷町
浄谷市住・県住・分譲地
黒川町・黒川宿舎
黒川町・黒川宿舎
葉多町
久茂町　
下大部町
片山町　
片山宿舎
田園町
北丘町
小野ニュータウン
小野ニュータウン

　　住　　　　所
上本町９番地の４
上本町１７０番地
本町３０番地
本町６０８番地の２
本町一丁目４５４番地
西本町５３３番地の８
東本町４０３番地の２
葉多町２８番地の５４
王子町７１７番地の２
王子町８３０番地
神明町３３５番地
神明町４１７番地の４（５－３０４）
神明町４１７番地の７９
垂井町７４４番地
中町４１０番地の２
中町２５８番地の１
天神町７６３番地
天神町１１９２番地の３７
日吉町２４番地の１
長尾町６０４番地
栄町２５５番地
大開町５７０番地の１２１
浄谷町１７７８番地の３９
浄谷町１７８２番地の１９
黒川町８２０番地の１
黒川町８７３番地
葉多町５７３番地の２
久茂町３３番地の３
下大部町６８２番地
片山町１２７３番地の１
片山町１２５１番地の３（２－３０８）
田園町８５９番地（２８号）
北丘町３５０番地
天神町８０番地の１１８４
天神町８０番地の３１２

○大部地区
　担 当 区 域
高田町
喜多町
鹿野町
敷地町
住永町
王子町・高杉団地
中島町・小野宿舎・敷地団地
広渡町
広渡町
古川町

　氏　名
萩原　照雄
友定　克己
井上　昭弘
進藤　保利
岡田　文代
近田　萬司
河島　正明
松本　一二
小東　洋子
井上　　博

　　住　　　　所
高田町１５０８番地
喜多町３８２番地の１
鹿野町２２５０番地　
敷地町５８２番地
住永町１８５番地の１
王子町１２３番地の１
中島町２６０番地
広渡町１５７番地
敷地町１６４９番地の１０
古川町５０２番地

○市場地区
　担 当 区 域
市場町　
市場町
樫山町
榊町・匠台
大島町（西）　
大島町（東）　
大島町（中）
山田町　
二葉町
池尻町
池尻町
育ヶ丘町
育ヶ丘町

　氏　名
土肥　　修
井上　利夫
松尾　雅行
山本　政章
稲田　重紀
松尾　廣和
田中　正義
小林　長司
田中　芳枝
藤田千代子
安井壽美惠
岡本　千鶴
佐藤　啓子

　　住　　　　所
市場町３５１番地
市場町５５８番地の１　
樫山町５３３番地
榊町７０７番地の１
大島町８４番地の３
大島町１３２８番地
大島町４０番地の１
山田町１１５１番地
二葉町９７０番地の２０７
池尻町３０７番地の１
池尻町２９番地
育ヶ丘町１４７４番地の４２
育ヶ丘町１４７５番地の４９９

○来住地区
　担 当 区 域
黍田町
下来住町
下来住町
下来住町
来住町・福甸町
来住町・福甸町
阿形町
西脇町

　氏　名
西垣　良一
岡本富美雄
関口　喜嗣
藤岡　勝美
吉田　　武
橋爪　治幸
横山　弘一
田中　益男

　　住　　　　所
黍田町５９２番地の１
下来住町１１８０番地の２
下来住町１０９０番地の１６
下来住町５７６番地の３
来住町１０４７番地の２
福甸町７１番地の３２
阿形町７９４番地の２
西脇町６３９番地の１

○河合地区
　担 当 区 域
復井町
西山町・桜台
青野ヶ原町
青野ヶ原町
河合中町
河合中町
河合西町
新部町・南青野
新部町
新部町
旭　町
昭和町
三和町
粟生町
粟生町・粟生宿舎
粟生町・グリーンハイツ

　氏　名
藤本　　孝
山本　洋子
松本　隅保
藤原美地夫
池澤　一純
稲継　龍美
小寺　高光
岩崎　清士
森本しずゑ
北村　明美
森本　徹
本澤　長壽
林　　絢子
河島　鈴代
河合　利男
山崎　信一

　　住　　　　所
復井町５６０番地の１
復井町１８２５番地
復井町７０９番地の１
復井町３２２番地の１
河合中町８７７番地
河合中町３６７番地の１
河合西町２０９番地の６
新部町１０２８番地の５
新部町８６０番地
新部町１４６番地
三和町８９７番地の１１
昭和町６８番地の２
三和町４２５番地
粟生町７３３番地
粟生町１０５０番地
粟生町３９４番地の３

新民生委員・児童委員９８名および
　　　主任児童委員６名が決まりました！
新民生委員・児童委員９８名および
　　　主任児童委員６名が決まりました！

～７名の増員でよりきめ細やかな地域福祉の向上を～

（敬称略）

　氏　名
河合万智子
石田　健郎
山口佐代子
河合　絹子
藤原　千惠
橋口啓治郎
岸本　兼三
金澤　敏夫
田中きみよ
土肥　俊彦
上田　今江
藤原　　浩
高見　光信
宮永　俊和
高橋　邦夫
竹内　一价
多鹿　和子
長谷川まゆみ
岸本　龍雄
増田　義正
永井　和夫
安川　幸治
小林　雅明
秋山　貞文
水池　長弥
井上　　都
近都　　守
芝本　國樹
橋本登喜雄
西尾　節夫
宮崎　　滿
藤本　誠一
福井　輝男
神田　正美
塩見　忠司



　
市
で
は
、
市
政
懇
話
会
の
一
環

と
し
て
、
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
と
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
、
女
性
の
視
点
か

ら
見
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い

て
の
意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め
、

「
女
性
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
議
会
は
、
市
民
の
意
思
を
市

政
に
反
映
さ
せ
、
市
の
意
思
決
定

を
行
う
と
こ
ろ
で
す
。
女
性
議
員

が
議
会
を
経
験
す
る
こ
と
は
、
今

後
、
女
性
が
市
政
へ
の
関
心
を
高

め
た
り
、
参
加
を
促
進
し
た
り
す

る
き
っ
か
け
の
一
つ
に
な
る
の
で

は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
通
常
の
定
例
市
議
会
に
な
ら
っ

て
議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。

　
　
人
の
女
性
議
員
は
公
募
で
選

出
し
、
年
齢
構
成
も
　
歳
代
か
ら

　
歳
代
ま
で
と
幅
広
く
な
り
ま
し

た
。

　
　
月
　
日
、　
時
　
分
に
本
会

議
が
ス
タ
ー
ト
。
出
席
を
予
定
さ

れ
て
い
た
小
南
美
知
子
さ
ん
が
、

　
月
８
日
に
亡
く
な
ら
れ
、
ご
冥

福
を
お
祈
り
す
る
た
め
、
冒
頭
に
、

１
分
間
の
黙
と
う
の
あ
と
、
議
長

が
議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
女
性
議
員
の
質
問
に

対
し
て
、
市
長
や
各
部
長
が
て
い

ね
い
に
答
え
て
い
き
ま
し
た
。
中

に
は
、
再
質
問
ま
で
飛
び
出
し
て
、

市
側
は
さ
ら
に
詳
し
く
答
え
る
な

ど
、
３
時
間
　
分
に
も
お
よ
ぶ
充

実
し
た
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
傍
聴
席
に
も
多
く
の
皆

さ
ん
が
来
ら
れ
、
熱
心
に
耳
を
傾

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
お
聞
き
し

た
質
問
事
項
は
、
今
後
市
政
を
推

進
す
る
う
え
で
、
大
い
に
役
立
て

て
い
き
ま
す
。

〔
主
な
質
問
事
項
〕

・
温
泉
活
用
施
設
に
つ
い
て

・
道
路
舗
装
工
事
に
見
る
、
縦
割

　
行
政
の
問
題
解
決
に
つ
い
て

・
高
齢
者
介
護
に
つ
い
て

・
小
野
市
の
行
財
政
改
革
に
つ
い

　
て

・
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て

・
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
に
つ
い
て

・
警
察
署
の
設
置
に
つ
い
て

・
市
民
病
院
の
駐
車
場
等
に
つ
い

　
て

・
国
際
交
流
の
現
状
と
今
後
の
あ

　
り
方
に
つ
い
て

１２平成１４年　広報「おの」１月号

　
２
０
０
６
年
「
の
じ
ぎ
く
兵
庫

国
体
」
で
の
成
年
男
子
６
人
制
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
開
催
の
内
定
を
記
念

し
て
、
Ｖ
リ
ー
グ
の
２
年
連
続
覇

者
で
あ
る
サ
ン
ト
リ
ー
サ
ン
バ
ー

ズ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
教
室
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
今
回
は
Ｖ
リ
ー
グ
昇
格
を

目
指
し
熱
き
戦
い
を
繰
り
広
げ
る

Ｖ
１
リ
ー
グ
男
子
小
野
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
今
が
チ
ャ
ン
ス
！
将

来
の
Ｖ
リ
ー
ガ
ー
の
勇
姿
を
ぜ
ひ

応
援
に
行
こ
う
！

▼
日
時
　
２
月
　
日
　
　
　
時
か

ら
（
開
場
　
時
）

▼
会
場
　
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）

▼
入
場
料
　
　
前
売
り
券
　
大
人

１，
０
０
０
円
、
小
人
（
小
中
高
）

５
０
０
円
　
　
当
日
券
　
大
人
１，

５
０
０
円
、
小
人
（
小
中
高
）
７

０
０
円
（
全
席
自
由
席
）

▼
入
場
券
　
１
月
　
日
　
か
ら
総

合
体
育
館
、
匠
台
公
園
体
育
館
、

教
育
委
員
会
事
務
所
に
て
販
売
し

ま
す
。

▼
試
合

　
第
１
試
合

　
東
京
ガ
ス
　
豊
田
合
成
ト
レ
フ

ェ
ル
サ

　
第
２
試
合

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
　
警
視
庁

▼
問
い
合
わ
せ
　
体
育
保
健
課

（
　
　
２
４
０
９
）、
ま
た
は
総
合

体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）（
　
　
７
０

０
０
）
へ
。

▼
放
送
日
時

　
１
月
　
日
　
　
　
時
５
分
か
ら

　
対
旭
化
成

　
１
月
　
日
　
　
　
時
５
分
か
ら

　
対
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

　
１
月
　
日
　
　
　
時
５
分
か
ら

　
対
堺
ブ
レ
イ
ザ
ー
ズ

※
い
ず
れ
も
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
に
て

　
生
放
送
の
予
定
で
す
。

み
ん
な
で
応
援
し
よ
う
！

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
で
お
世
話
に

　
な
っ
た
サ
ン
ト
リ
ー
サ
ン
バ
ー
ズ

　
テ
レ
ビ
放
送
の
お
知
ら
せ

予 告
Ｖ
リ
ー
グ
を
見
に
行
こ
う
！

詳
し
く
は
、
２
月
号
広
報
に

掲
載
！！

このコーナーはみなさんと　一緒につくるページです。

いきいきと活動してい　る人や、暮らしの中で

　思ったことなどいっ　ぱい教えてください。

　　お気軽に総務部市　民サービス課まで。　

ふれあいひろばふれあいひろばふれあいひろば

２１

２１

３０３０

３０

２３

１４

１２

１２

１３

１２

７０
１１

１１

１３

市
で
は
初
め
て
の

女
性
議
会（
模
擬
議
会
）を
開
催

市
で
は
初
め
て
の

女
性
議
会（
模
擬
議
会
）を
開
催

市
で
は
初
め
て
の

女
性
議
会（
模
擬
議
会
）を
開
催

女
性
の
視
点
で
み
た
ま
ち
づ
く
り

（土）

（土）

１３

１３

（日）

１９

１２

（土）

（土）

○６２

○６３

ＶＳ

ＶＳ



１３ 平成１４年　広報「おの」１月号

　戸外遊びが大好きで、ご
飯もパクパク食べて毎日元
気いっぱい。
　健康で可愛らしい女の子
に育ってね。

（母　恵さん）

　 岸本明悠加ちゃん
もときし ゆあ か

わが家の　アイドル

わが家の　アイドル

（池田町・１歳２ヶ月）

　なんでもよく食べる響。
お兄ちゃんと一緒に遊ぶの
が大好きだね。元気に兄弟
仲良く大きくなってね。

（母　直子さん）

なかがわ ひびき

（小田町・１歳３ヶ月）

　我が家のやんちゃ姫、元
気いっぱいの美咲に、パパ
とママは毎日クタクタ。
　これからも、元気で優し
い女の子になってね。

（母　智美さん）

　 藤本　美咲ちゃん
ふじもと み さき

（中町・１歳２ヶ月）

　 中村　星哉ちゃん
なかむら せい や

（黒川町・１歳３ヶ月）

６７５ １３８０５０
円

小
野
市
王
子
町
８０６
―
１

小
野
市
役
所
内

広
報
ク
イ
ズ
係

今月の広報「小野」をよ～く読んで次の○の中にうめてください。

○ 県道三木山崎線の愛称名が「○○○通り」に決定しました。

○ 市では、休耕田の活用を考えて、「○○農園」の利用者を募集しています。

◆応募方法　ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、

　今月号で興味のあった記事や感想などを記入のうえ右記まで送って

　ください。

　正解者の中から抽選で１０名様に粗品をさし上げます。

◆締 切 日　１月１８日（金）（当日消印有効）

２

１

先月広報クイズの答え　○学び　○綱　でした。たくさんのご応募ありがとうございました。２１

　広報「おの」では、平成１４年４月から

１年間紹介するお子さんを募集します。

　対象　平成１３年１月１日から平成１３年

１２月３１日の間に生まれた市内在住の赤

ちゃん。

　応募方法　はがきにお子さんの住所・

氏名（ふりがな）・性別・生年月日・保護

者氏名・電話番号を記入のうえ、〒６７５－

１３８０　小野市王子町８０６番地の１　市民

サービス課までご応募ください。

　締め切り日　２月１５日（金）必着

※赤ちゃん１人につき、はがき１枚に限定。

　応募多数の場合は抽選します。

※なお、応募時にはお子さんの写真の添

　付は必要ありません。

　 中川　　響ちゃん

ま ち の 動 き

１２月１日現在

　人　口　　　５０，４９７人（前月比＋９人）

　　男　　　　２４，７７６人

　　女　　　　２５，７２１人

　世帯数　　　１６，４１５世帯

　面　積　　　９３．８４ｋｍ
２

平成１４年度

募 集

　めーいっぱい元気に遊び
まくっているワンパク星哉
です。そんなせいやは、パパ
とママの大切な輝く宝物
優しい心をもった人になっ
てね　　　　　（母　渚さん）

このコーナーはみなさんと　一緒につくるページです。

いきいきと活動してい　る人や、暮らしの中で

　思ったことなどいっ　ぱい教えてください。

　　お気軽に総務部市　民サービス課まで。　

ふれあいひろばふれあいひろばふれあいひろば



「自然と環境を守る会」の皆さん

１４平成１４年　広報「おの」１月号

　毎月道端のゴミなどを拾うクリーンキャンペー
ンをしている市民のグループがあります。
　そのグループは、「自然と環境を守る会」（代表
岡崎泰雄氏）の皆さんで月１回、日を決めて朝８
時に現地に集合、約３ｋｍの道路の両側のゴミや
空き缶などを拾っています。
　特に法面へのポイ捨てが多いようです。「ゴミ
は家に持って帰るようにしたらね」と会員さんの
会話が聞かれました。ほかに公園などにもと意欲
的に活動をしています。

〈まちの特派員（小野東小学校区担当）松本　章さん〉

このページは、まちの特派員から寄せられた
情報を掲載するコーナーです。まちの小さな
話題、大きな話題にかかわらず「まちの身近
な話題」などを紹介します。

毎月クリーンキャンペーンを行う市民グループの皆さん

　　市長に入賞報告した小野中陸上部員の皆さん

～近畿中学校駅伝競走大会　　　
　　　　　　市長に入賞報告～
～近畿中学校駅伝競走大会　　　
　　　　　　市長に入賞報告～

小野中男女駅伝チームが

　滋賀県で１２月９日開かれた近畿中学校駅伝競
走大会で、小野中学校が男女とも入賞し、１０日、
市役所を訪れ、　　市長に報告しました。
　成績については、女子（５区間１２キロ）は４位、
男子（６区間２３キロ）は７位でゴールしました。
区間成績では、女子１区でジュニア五輪優勝の
田鍋舞選手が１位、同２区でも冨田早弓選手が
３位、男子４区で小林新也選手が２位に入りま
した。

　
１
月
　
日
は
、
法
隆
寺
金
堂
で

壁
画
が
焼
損
し
た
日
（
昭
和
　
年
）

に
あ
た
り
ま
す
。

　
こ
の
日
を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

と
定
め
、
全
国
的
に
文
化
財
を
火

災
か
ら
守
る
運
動
が
展
開
さ
れ
ま

す
。

　
小
野
市
で
は
、
１
月
　
日
の
早

朝
に
国
宝
浄
土
堂
、
阿
弥
陀
三
尊

像
で
名
高
い
浄
土
寺
（
浄
谷
町
）

で
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

文
化
財
防
火
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
郷
土
の
貴
重
な
文
化
財
を
火
災

か
ら
守
る
た
め
に
市
民
一
人
ひ
と

り
が
愛
護
し
、
付
近
で
た
き
火
や

喫
煙
を
し
な
い
よ
う
に
心
が
け
る

と
と
も
に
、
社
寺
等
の
境
内
で
は
、

火
気
の
使
用
禁
止
を
励
行
し
ま
し

ょ
う
。

文
化
財
　火
魔
か
ら
守
ろ
う
！

文
化
財
　火
魔
か
ら
守
ろ
う
！

文
化
財
　火
魔
か
ら
守
ろ
う
！

１
月
　
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー

２６

１
月
　
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー

２６

２６

２０
２４



１５ 平成１４年　広報「おの」１月号

　
平
成
　
・
　
年
度
の
建
設
工
事
、

測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の
指

名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

の
受
付
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　
小
野
市
発
注
の
建
設
工

事
、
測
量
業
務
等
の
入
札
・
見
積

に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
法
人
、
個

人
。

▼
申
請
書
類
　
１
月
　
日
か
ら
財

政
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
受
付
期
間
　
２
月
１
日
　
か
ら

同
月
　
日
　
ま
で
。
９
時
　
分
か

ら
　
時
ま
で
（
た
だ
し
、　
時
　

分
か
ら
　
時
　
分
は
除
く
）

▼
受
付
場
所
　
市
役
所
第
２
庁
舎

第
６
会
議
室
　

▼
詳
細
　
財
政
課
契
約
担
当
（
　

　
１
０
１
４
）
ま
で
。

　
わ
が
ま
ち
を
み
つ
め
な
お
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
四
季
折
々

の
美
し
い
景
色
、
風
俗
、
祭
な
ど

に
め
ぐ
り
あ
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
あ
な
た
の
知
っ
て
い
る
美
し
い

「
わ
が
ま
ち
小
野
市
」
を
写
真
で

表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
テ
ー
マ
　

・
水
、
緑
、
花
、
生
き
も
の
（
昆

虫
や
鳥
な
ど
）
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
市
内
で
撮
影
し
た
も
の

・
将
来
に
わ
た
っ
て
残
し
て
お
き

た
い
市
内
の
美
し
い
自
然
風
景

（
山
、
河
川
、
た
め
池
、
田
園
風

景
、
鎮
守
の
森
、
湧
水
池
等
）
や

風
俗
、
祭
、
伝
統
文
化
な
ど

・
人
と
自
然
の
ふ
れ
あ
い
の
様
子

を
市
内
で
撮
影
し
た
も
の

・
で
き
る
だ
け
市
内
で
撮
影
し
た

と
わ
か
る
よ
う
な
も
の

▼
サ
イ
ズ
・
仕
上
等

・
四
つ
切
（
ワ
イ
ド
含
む
）

・
カ
ラ
ー
、
白
黒
は
自
由

・
組
写
真
は
不
可

・
デ
ジ
タ
ル
写
真
は
不
可

・
市
内
で
撮
影
し
た
も
の
に
限
る

・
点
数
制
限
な
し

・
未
発
表
の
も
の
に
限
る

▼
賞

最
優
秀
賞
１
点
（
副
賞
５
万
円
）

優
秀
賞
３
点
（
副
賞
３
万
円
）

佳
作
　
点
（
副
賞
１
万
円
）

た
だ
し
、
入
賞
作
品
の
著
作
権
等

は
主
催
者
の
所
有
に
な
り
ま
す
。

▼
作
品
受
付
期
間

１
月
８
日
　
か
ら
同
月
　
日
　
　

（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
お
よ
び
祝

日
は
除
く
）

▼
主
催
　
小
野
市

▼
発
表
・
展
示
　
２
月
　
日
　
か

ら
同
月
　
日
　
に
開
催
す
る
小
野

市
主
催
の
第
　
回
「
わ
が
ま
ち
ふ

る
さ
と
再
発
見
、
花
と
緑
の
写
真

＆
絵
画
展
」
に
て
発
表
、
展
示
の

予
定

▼
問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課
生

活
係
（
　
　
３
３
８
７
）

　
輝
か
し
い
年
の
始
ま
り
、
今
年

も
「
エ
イ
ズ
の
基
本
」
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
今
回
は
　
回

目
で
す
。

　
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
絶
好
の
機
会
、
世
界
エ
イ
ズ
デ

ー
（
　
月
１
日
）、
先
月
小
野
市

市
役
所
前
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
に
飾

ら
れ
た
大
き
な
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
ご

覧
に
な
ら
れ
ま
し
た
か
？
。
シ
ン

ボ
ル
ツ
リ
ー
と
共
に
や
さ
し
い
光

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
同
時
期

に
開
催
し
ま
し
た
エ
イ
ズ
・
メ
ッ

セ
ー
ジ
キ
ル
ト
展
も
多
く
の
方
々

に
ご
覧
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
河
合
小
学

校
・
県
立
小
野
高
校
の
児
童
・
生

徒
が
、
街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
、
市
民
へ
エ
イ
ズ
に
つ
い

て
の
理
解
と
支
援
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
場
所
を
ご

提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
マ
ッ
ク
ス

バ
リ
ュ
（
王
子
店
）・
キ
リ
ン
堂

（
王
子
店
）・
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
と
う

（
王
子
店
）・
小
野
サ
テ
ィ
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
世
紀
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・

患
者
と
共
生
を
考
え
て
い
く
時
代
、

み
ん
な
で
無
関
心
の
殻
を
破
り
ま

し
ょ
う
。
　

　
み
ん
な
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め

に
・
・
・
。

　
小
野
市
エ
イ
ズ
教
育
（
性
教
育
）

　
　
　
　
　
推
進
・
実
行
委
員
会

エ
イ
ズ
の
基
本
　

エ
イ
ズ
メ
ッ
セ
ー
ジ
キ
ル
ト
展

　
　
・
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

１０

〜
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
か
ら
〜

入
札
参
加
資
格
申
請
受
付

入
札
参
加
資
格
申
請
受
付

花
と
緑
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

花
と
緑
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

花
と
緑
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

市
庁
舎
前
の
ケ
ヤ
キ
の
木
に
飾
ら
れ
た

レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

エ
イ
ズ
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
キ
ル
ト
展

街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２１
１２

１０

１４

１０

１５

２２

３０

３０

１６

１１

１３

１５

（金）

（金）

（
ｈｔｔｐ：

／ｗ
ｗ
ｗ
．

ｃｉｔｙ
.ｏｎｏ
.ｈｙｏｇｏ

.ｊｐ
／～ｚａｉｓｅｉ

／）

○６３

２２

（金） （金）

（火）
２４

１２

１０

１８

（日）
○６３

第
　
回
わ
が
ま
ち
ふ
る
さ
と
再
発
見

１２



　
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
職
員
の
給

与
・
定
員
管
理
の
実
態
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
今
年
度
の
状
況

を
自
治
省
通
達
に
沿
っ
て
作
成
し

ま
し
た
。

　
な
お
、
病
院
事
業
会
計
等
の
職

員
は
除
い
て
い
ま
す
。

１６平成１４年　広報「おの」１月号

●昇給期間短縮の状況

●一般行政職の級別職員数の状況（平成１３年４月１日現在）

●職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成１３年４月１日現在）

●職員の初任給の状況（平成１３年４月１日現在）

●職員の平均給料および平均年齢の状況（平成１３年４月１日現在）
●職員手当の状況

（ア）配偶者　１６，０００円
（イ）配偶者以外　　
　２人までそれぞれ６，０００円
　　職員に扶養親族でない配偶者がある場合
　　は、そのうち１人について６，５００円
　　職員に配偶者がない場合は、そのうち
　　１人について１１，０００円
　　以外　１人につき３，０００円
　満１６歳年度初めから満２２歳年度末までの
　　間にある子１人につき５，０００円を加算　

月額家賃２３，０００円以下（家賃－１２，０００）円
月額家賃２３，０００円超（１１，０００＋　　　　　）円
で２７，０００円を限度
自宅居住者　３，０００円

交通機関等の利用者
４５，０００円まで全額
４５，０００円超（４５，０００＋　　　　　）円で５０，００
０円を限度
自動車等の利用者　
２ｋｍ未満　
２ｋｍ以上４ｋｍ未満
４ｋｍ以上１０ｋｍ未満
１０ｋｍ以上１５ｋｍ未満
１５ｋｍ以上２０ｋｍ未満
２０ｋｍ以上２５ｋｍ未満
２５ｋｍ以上３０ｋｍ未満
３０ｋｍ以上３５ｋｍ未満
３５ｋｍ以上４０ｋｍ未満
４０ｋｍ以上

家賃－２３，０００
２

運賃－４５，０００
２

２　０００
３　９００�
５　３００�
６　５００�
８　９００�
１１　３００�
１３　７００�
１６　１００�
１８　５００�
２０　９００

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円

，
，
，
，
，
，
，
，
，
，

，
，
，
，
，
，
，
，
，

通勤

手当

住居

手当

比率（Ｂ／Ａ）

扶養

手当

自動車等

の利用者

について

異なる　

自宅居住
者につい
て異なる

同じ

国の制度
との異同

国の制度と異なる内容内容（１３年４月１日現在）

時間外手当（普通会計決算）

調　　整　　手　　当
（１３年４月１日現在普通会計）

支給対象職員１人当たり　
平均支給年額（１２年度決算）

手 当 の 種 類

支給対象職員１人当た
り平均支給年額（円）　

職員全体に占める　
手当支給職員の割合

２６７，８９８円

区分

２　０００
４　１００�
６　５００�
８　９００�
１１　３００�
１３　７００�
１６　１００�
１８　５００�
２０　９００

円
円
円
円
円
円
円
円
円

（国の場合）
２ｋｍ以上５ｋｍ未満
５ｋｍ以上１０ｋｍ未満
１０ｋｍ以上１５ｋｍ未満
１５ｋｍ以上２０ｋｍ未満
２０ｋｍ以上２５ｋｍ未満
２５ｋｍ以上３０ｋｍ未満
３０ｋｍ以上３５ｋｍ未満
３５ｋｍ以上４０ｋｍ未満
４０ｋｍ以上

自宅居住者　１，０００円
（新築・購入から５年間は
　　　　　　１，５００円加算）

年
度

参
　
考

１２

年
度

１１

支給総額

支給対象地域
支　　給　　率
支給対象職員数
国 の 制 度

退職手当

制度上の段階、職務の
級等による加算措置　

期末手当
勤勉手当
（１２年度　
支給割合）

（支給率）
勤続２０年
勤続２５年
勤続３５年
最高限度額
その他の
加算措置
退職時の
特別昇給

区　分 内　訳 小　野　市

　６月期
１２月期
　３月期
計

定年前早期退職特別措置
（２％～２０％加算）
原則として特別昇給なし
特別の勧奨退職者１号

自己都合
　　　月分
　　　月分
　　　月分
　　　月分

勧奨・定年
　　　月分
　　　月分
　　　月分
　　　月分

清掃作業手当
消防手当
自動車運転業務手当
税務手当
用地交渉手当

支 給 額 の
多 い 手 当

多くの職員
に支給され
ている手当

自動車運転業務手当
清掃作業手当
消防手当
税務手当
用地交渉手当

市内全域
６％

３７３人
無支給地

１２年度
１１年度
１２年度
１１年度

３２．３％
３２．５％
５９　９１１�
５８　１５４

職員１人当た
り支給年額　
支給総額
職員１人当た
り支給年額　

千円

千円

千円

千円

１３２　６０１�

３４８�

１５１　３１４�

４００

３７７，６００�

３２２，９００�

３０５，７００

３１４，４００�

２７７，８００�

２６０，４００

２６９，１００�

２３３，３００

２１７，８００

１８１，４００�

１５１，８００

３６２，４００�

３２９，４７０

１，６０３，６５７

４９，８４３人 １８，２０２，３１４ ６３６，２２１ ３，６３０，６４８ １９．９ １７．６

４５７，７６６ ７４２，２３９ ２，８０３，６６２ ７，５１７

４２．５

４０．２

３３８，６００�

２９０，５０８

４６．８

４８．７

１９６，３００�

１６３，８００�

１７４，４００�

１４１，９００

１８８，９００�

１５１，８００

％

１．５

０．０

普通昇給期間を短
縮した職員数（Ｂ）

人

人

円

円円円円

円 歳

千円 千円 千円 千円 千円

円 歳

円円

人人人人人人人人

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

４�

０

職員数（Ａ）

人

２６４�

６６

比率（Ｂ／Ａ）

％

３．４�

０．０�

普通昇給期間を短
縮した職員数（Ｂ）

１年前の
構 成 比

構 成 比

職 員 数

大 学 卒

高 校 卒

高 校 卒

大 学 卒

高 校 卒

小 野 市

国

１３年度

一般行政職

一般行政職

技能労務職

標準的な
職　　務

５年前の
構 成 比

一般行政職

技能労務職

区　分

区　分

区　　　　分

区　　　　分

区　　分

区　分

３７３人

職員数（Ａ）

住民基本台帳人口
（年度末） 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ）人件費率（Ｂ／Ａ）

給　　　　与　　　　　費

給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　（Ｂ）（Ｂ／Ａ）

１人当りの給与費

小 野 市

一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

初任給

平均給料月額 平 均 年 齢 平均給料月額 平 均 年 齢

採用２年経過日給料額 初任給 採用２年経過日給料額

国

経験年数１０年 経験年数１５年 経験年数２０年

８級

部長
参事

課長
主幹

課長補佐
副主幹

係長
主査

主務
事務職員
技術職員

事務職員
技術職員

事務職員
技術職員

７級 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級 計

１２年度 １１年度

人

９�

０

職員数（Ａ）

人

２６８�

６３

１９�

７．２�

７．８�

８．７

４７�

１７．８�

１８．３�

１５．５�

３３�

１２．５�

１１．２�

１２．５

４０�

１５．１�

１６．４�

１５．１

４９�

１８．６�

１６．８�

１６．２

５８�

２２．０�

２２．０�

２２．６

１５�

５．７�

６．４�

８．３

３�

１．１�

１．１�

１．１

２６４

１００�

１００�

１００

，

，

特
殊
勤
務
手
当
（
普
通
会
計
決
算
）

代
表
的
な
手
当
の
名
称

，
，

２１

２１．０
３３．７５�
４７．５�
６０．０

２８．８７５�
４４．５５�
６２．７�
６２．７�

期末手当
　　　月分
　　　月分
　　　月分
　　　月分

勤勉手当
　　　月分
　　　月分
－

　　　月分

国
期末手当
　　　月分
　　　月分
　　　月分
　　　月分

勤勉手当
　　　月分
　　　月分
－

　　　月分

１．４５
１．６０
０．５５
３．６０

０．６０
０．５５

１．１５

１．４５
１．６０
０．５５
３．６０

０．６０
０．５５

１．１５

定年前早期退職特別措置
（２％～２０％加算）

１号棒

自己都合
　　　月分
　　　月分
　　　月分
　　　月分

勧奨・定年
　　　月分
　　　月分
　　　月分
　　　月分

２１．０
３３．７５�
４７．５�
６０．０

２８．８７５�
４４．５５�
６２．７�
６２．７�

有 有

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいうものです。

※一般行政職とは、税務職、消防職、企業職、教育職、医療職および技能労務職以外のもの
　です。（以下同じ）

●職員給与費の状況（普通会計予算）

※給与費は当初予算に計上されたもので、職員手当には退職手当を含みません。

千円 千円 千円 ％ ％

１２年度

区　分 １１年度の人件費率

●人件費の状況（普通会計決算）

※人件費には、市長や市議会議員等に支給される給与・報酬を含みます。普通会計とは、水道、市民病院などの企業会計を
　除いたものです。（以下同じ）

市
職
員
の
給
与
等

を
公
表
し
ま
す

○１

○３
○２○１

○ア

○イ



１７ 平成１４年　広報「おの」１月号

　
よ
り
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
目
指
す
た
め
、
来
庁
さ
れ
た
市

民
の
皆
さ
ん
に
満
足
度
を
評
価
し

て
い
た
だ
く
「
ハ
ー
ト
フ
ル
サ
ー

ビ
ス
評
価
制
度
」
の
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、　
月
１
日
か
ら
半
月

間
実
施
し
、
４
９
８
件
の
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
前
年
度
と
同
様
、
窓

口
等
に
お
け
る
「
あ
い
さ
つ
」「
身

だ
し
な
み
」「
言
葉
づ
か
い
」「
態

度
」「
説
明
」「
環
境
」
の
６
項
目

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
５
点
満
点

で
採
点
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

項
目
ご
と
の
評
価
平
均
点
は
、「
あ

い
さ
つ
」・・・
３
・
　
点
「
身
だ
し

な
み
」・・・
３
・
　
点
「
言
葉
づ
か

い
」・・・
３
・
　
点
「
態
度
」・・・
３
・

　
点
「
説
明
」・・・
３
・
　
点
「
環

境
」・・・
３
・
　
点
と
な
り
、
６
項

目
す
べ
て
に
お
い
て
「
３
点
・・・

普
通
」
以
上
の
点
数
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
、
評
価
全
体
の
平
均

点
は
、
前
回
よ
り
０
・
　
ポ
イ
ン

ト
ア
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
主
な
意
見
と
し
て
は
、

・
窓
口
職
員
が
手
一
杯
の
時
は
誰

　
か
が
来
て
手
伝
っ
て
ほ
し
い
。

・
処
理
が
遅
い
。

・
ロ
ビ
ー
が
少
し
暗
い
。

等
の
意
見
を
い
た
だ
く
一
方
で
、

・
色
々
親
切
に
教
え
て
い
た
だ
い

　
た
。

・
相
談
に
の
っ
て
も
ら
え
た
。

・
受
付
で
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
会
話

　
し
て
く
れ
る
の
が
気
持
ち
良
い
。

・
ト
イ
レ
も
よ
く
掃
除
さ
れ
、
花

　
も
飾
ら
れ
て
い
て
気
持
ち
良
い
。

等
、
う
れ
し
い
ご
意
見
も
た
く
さ

ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
評
価

に
つ
い
て
は
、
今
回
も
各
所
属
ご

と
に
職
場
内
研
修
を
行
っ
て
、
十

分
な
検
討
・
見
直
し
を
図
り
、
さ

ら
に
質
の
高
い
窓
口
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

●部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日）●定員適正化計画の進捗状況

市　　長　

９９３，０００

９９３，０００

議　　長　

５２８，０００�

５２８，０００

円

助　　役　

８２５，０００

８２５，０００

副議長　

４４９，０００�

４４９，０００

円

収入役　

７０４，０００

７０４，０００

議　　員　

４０９，０００�

４０９，０００

円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

●特別職の報酬等の状況

給 料 平成１３年１０月１日現在

平成１２年１０月１日現在

平成１３年１０月１日現在

平成１２年１０月１日現在

報 酬

区　　　　　分 給　料　月　額　等

区分

減　員

増　員

差　引

職員数

１１年
計画前年

（２４６）
２４６

（２５１）
２４９

（５）
３

（１２）
５

（７）
２

（２４４）
２４６

（△７）
△　３

（７）
２

（１４）
５

２４５

△　１

０

１

２３８

△　７

０

７

２３７

△　１

０

１

２３７

△　９

７

１６

２３７

△　９

１２年
１年目

１３年
２年目

１４年
３年目

１５年
４年目

１６年
５年目

１２年～１６年
計

（参考）
数値目標部門

期　末　手　当（１２年度支給割合）

期末手当

２．０５月分

２．１５月分

０．５５月分

４．７５月分

議　　会

総務企画

税　　務

民　　生

衛　　生

労　　働

農林水産

商　　工

土　　木

小　　計

教　　育

消　　防

小　　計

病　　院

水　　道

交　　通

下 水 道

そ の 他

小　　計

財政業務等の係員の見直し

税務業務の充実

介護保険業務の職員を「その他」欄で掲載したため

土地改良業務の減少

商工業振興業務の充実

道路河川業務等の充実

定数外職員での対応

上水道業務の充実

農業集落排水業務の減少

介護保険業務の職員を「民生」欄から移動させたため

職　員　数 対前年

増減数
主 な 増 減 理 由

平成１3年 平成１２年

５�

７０�

1８�

３９�

３５�

０�

２３�

６�

４８�

２４４�

７３�

６０�

１３３�

１７６�

２２�

０�

２０�

１７�

２３５�

６１２

５�

７５�

１６�

４５�

３５�

０�

２６�

５�

４４�

２５１�

７４�

６０�

１３４�

１７６�

１９�

０�

２２�

１３�

２３０�

６１５

△５�

２�

△６�

△３

１�

４�

△７�

△１�

�

△１�

�

３�

�

△２�

４�

５�

△３

市　長

助　役

収入役

議　長

副議長

議　員

　６月期

１２月期

　３月期

計

期末手当

２．０５月分

２．１５月分

０．５５月分

４．７５月分

　６月期

１２月期

　３月期

計

※　１　現在の計画期間は、平成１２年度から平成１６年度までの５年間です。
　　２　各区分の上段（　）内の数値は実績を、下段の数値は計画を示します。

よ
り
質
の
高
い

　
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

一

般

行

政

部

門

公
営
企
業
等
会
計
部
門

政
部
門

特
別
行

合　　　　計

定員適正化計画の基本的考え方
　定員適正化目標
　　定員モデル、類似団体部門別定員管理診断表により分析
　を行い、超過部門を明確化する。
　　行政需要の多様化に適応した人員配置を行い、業務によ
　っては委託化を進め人員削減に努めたい。
　　退職者の補充については、最小限の補充にとどめる。
　主な定員適正化手法の概要
サンセット方式：期限の定められた事業については、事業終了
　　　　　　　　時の自動的な定員のスクラップを原則とする。
民 間 委 託 等：し尿収集や維持管理業務については積極的
　　　　　　　　に進めたい。
組織・機構改革：行政需要に対応できるよう組織・機構改革
　　　　　　　　を行う。
　定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要（各年４月１日現在）

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員
　などを含み、臨時または非常勤職員を除いている。

一
般
行
政

○１

○２

○３

１１

８７
８９

９０

８７

８１

６９

０９



○
介
護
手
当

　
在
宅
の
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）

を
介
護
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
家

族
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

介
護
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ア．

対
象
者

◇
小
野
市
に
住
所
を
有
し
、
次
の

　
、
　
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

障
害
者
を
現
に
主
と
し
て
介
護
し

て
い
る
方
。

　
　
居
宅
で
６
ヶ
月
以
上
常
時
臥

床
し
て
お
り
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ

る
方

　
　
重
度
の
知
的
障
害
者
と
判
定

さ
れ
た
方

イ．

手
当
の
額

　
障
害
者
一
人
に
つ
き
月
額
１
０，

０
０
０
円

○
特
別
障
害
者
手
当

ア．

対
象
者

　
　
歳
以
上
で
あ
っ
て
、
政
令
で

定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
よ

う
な
在
宅
の
重
度
の
障
害
者
で
市

長
の
認
定
を
受
け
た
方
。

イ．

手
当
の
額

　
障
害
者
一
人
に
つ
き
月
額
２
６，

８
６
０
円

○
障
害
児
福
祉
手
当

ア．

対
象
者

　
　
歳
未
満
で
あ
っ
て
、
政
令
で

定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
よ

う
な
在
宅
の
重
度
の
障
害
者
で
市

長
の
認
定
を
受
け
た
方
。

イ．

手
当
の
額

　
障
害
者
一
人
に
つ
き
月
額
１
４，

６
１
０
円

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
の
あ

る
児
童
を
監
護
す
る
父
若
し
く
は

母
、
ま
た
は
父
母
に
か
わ
っ
て
そ

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

　
※
介
護
手
当
を
除
い
て
、
そ
の

他
の
手
当
は
本
人
お
よ
び
配
偶
者
、

扶
養
義
務
者
の
所
得
が
一
定
以
上

で
あ
る
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
小
野
市
福
祉
年
金

　
身
体
障
害
者
（
児
）、
知
的
障

害
者
（
児
）
で
市
内
に
１
年
以
上

住
所
を
有
し
、
福
祉
手
当
、
障
害

児
福
祉
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当

お
よ
び
拠
出
制
障
害
年
金
等
を
受

給
し
て
い
な
い
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

※
申
請
手
続
き
は
、
福
祉
課
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
（
　

　
１
６
４
５
）
ま
で
。

　
次
回
は
、
知
的
障
害
者
（
児
）

の
方
の
た
め
の
施
設
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
結
ん
だ
契
約
が
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
の
対
象
に
な
る
か

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　
契
約
を
し
た
場
所
が
営
業
所
以

外
で
あ
る

　
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
、
ア
ポ
イ

ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
は
営
業
所

で
契
約
し
た
場
合
で
も
よ
い
。

　
契
約
し
た
商
品
が
指
定
さ
れ
た

商
品
・
役
務
・
権
利
で
あ
る

　
契
約
書
面
の
受
領
日
か
ら
８
日

以
内
で
あ
る

　
代
金
の
総
額
が
３，

０
０
０
円

以
上
で
あ
る

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
以
外
に
も

消
費
者
契
約
法
に
よ
り
、
契
約
を

取
り
消
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
相

談
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
毎
週
水
曜
日
に
専
門

の
消
費
生
活
相
談
員
が
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
生
活
環

境
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

１８平成１４年　広報「おの」１月号

○４

〜
知
的
障
害
者
　
へ
の
福
祉
〜

（児）

くら
しのそ

うだん 箱

　
療
育
手
帳
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
方
の
福
祉
制
度
に
つ
い
て
、

今
回
は
障
害
者
の
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
て
や
年
金
等
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

はいはいはい

はい

クーリング・オフのしかた

▼販売会社に通知する場合の記入例
　　　　　　　　　　（はがきの場合）
＊はがきは、簡易書留か配達記録郵便で
　出しましょう。
＊はがきは、必ず両面コピーをとって保
　管しましょう。
＊クレジット契約をした場合は、クレジ
　ット会社へも通知しましょう。

※
は
が
き
あ
て
名
は
会
社
名
等
を
記
入
。

通 知 書

私は、貴社と次の契約をしましたが、
解除します。

契約年月日　　○年○月○日
商　品　名　　○○○○

私が支払った代金は返金して下さい。
受け取った商品はお引き取り下さい。

　○年○月○日
　　　　　　　小野市○町○番地
　　　　　　　氏名○○○○

○１
○１○２

○２
２０

２０

○６３

○１○２○３

○４



１９ 平成１４年　広報「おの」１月号

▼
粗
大
ご
み
収
集
は
、
全
家
庭
を

対
象
に
、
年
間
２
回
行
っ
て
い
ま

す
。
粗
大
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
看
板
に
よ
り
、
９
種
類
に
分

類
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
「
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
見
れ
ば
家
庭
で

分
別
で
き
る
も
の
で
す
が
、
限
ら

れ
た
時
間
に
、
決
め
ら
れ
た
場
所

へ
搬
出
と
い
う
制
約
が
あ
り
、
大

変
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
昨
年
４
月
か
ら
は
、
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
の
施
行
に
よ
り
、
テ
レ

ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯

機
の
家
電
４
品
目
に
つ
い
て
は
、

粗
大
ご
み
で
な
く
、
リ
サ
イ
ク
ル

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

▼
各
町
（
自
治
会
）
で
は
出
役
を

お
願
い
し
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

得
て
、
家
電
４
品
目
の
搬
出
は
一

件
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
市
で
は
「
別
表
」
に
掲
げ
る
「
適

正
処
理
困
難
物
」
は
収
集
し
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
物
品
は
、
購
入
店
、

取
扱
い
店
等
に
お
い
て
、
有
料
で

あ
り
ま
す
が
、
引
き
取
っ
て
も
ら

え
ま
す
の
で
、
粗
大
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
搬
出
し
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課
業

務
係
（
　
　
１
６
８
６
）

　
現
在
、
市
内
の
市
民
農
園
の
利

用
状
況
は
、
樫
山
町
で
１
２
０
　

の
農
園
に
３
人
、
青
野
ヶ
原
町
で

３
５
０
　
に
６
人
、
天
神
町
で
１，

０
０
０
　
に
７
人
、
市
場
町
で
６

０
　
に
１
人
と
い
う
状
態
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
利
用
者
は
、
休
日
に
家
族
で
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
な
が

ら
、
旬
の
作
物
を
栽
培
し
、
収
穫

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
共
同
で

機
械
を
購
入
し
、
草
刈
り
を
行
い
、

各
農
園
は
利
用
者
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の
広
報
８
月

号
で
募
集
を
行
い
ま
し
た
二
葉
町

の
市
民
農
園
に
つ
い
て
は
６
名
の

応
募
が
あ
り
、
一
人
あ
た
り
約
１

２
０
　
程
度
で
ア
グ
リ
ラ
イ
フ
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
同
時
に
募
集
を
行
っ
た

青
野
ヶ
原
町
の
市
民
農
園
で
も
利

用
者
の
募
集
を
引
き
続
き
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
他
、
天
神
町
お
よ

び
下
東
条
地
区
（
小
田
町
）
に
お

い
て
も
農
地
提
供
者
が
あ
り
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
農
政
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
農
政
課
（
　
　

１
９
２
８
）

農
業  

〜
　
世
紀
を
む
か
え
て
〜  

　

２１

○２６

天神町の市民農園利用者の皆さん

市
民
農
園
の
利
活
用
に
つ
い
て

市
民
農
園
の
利
活
用
に
つ
い
て

市
民
農
園
の
利
活
用
に
つ
い
て

粗
大
ご
み
の
分
別
は

　
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
で

市
で
は
収
集
で
き
な
い
も
の

ハ
ー
ト
フ
ル
・
ク
リ
ー
ン
作
戦
お
の
　○８

　
市
で
は
昨
年
よ
り
、
農
地
の
提
供
者
と
市
民
農
園
利
用
希
望
者
と
の
仲

介
を
行
い
、
非
農
家
の
方
々
が
休
耕
田
の
活
用
を
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

自
然
へ
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
農
園
利
用
方

式
に
よ
る
市
民
農
園
の
利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
ご
み
の
分
別
収
集
に

　
　
　
　
　
　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
！

今
年
も
ご
み
の
分
別
収
集
に

　
　
　
　
　
　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
！

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
周
り
の
も
の
全
て
が
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
て

お
り
ま
す
。
と
同
時
に
、
ご
み
は
発
生
し
、
今
年
も
ご
み
と
の
付
き
合

い
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
今
年
も
「
分
け
れ
ば
資
源
、
混
ぜ
る
と
ご
み
」
を
合
い
言

葉
に
「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
基
づ
い
て
、
ご
み
の
分
別
収
集
を

実
施
し
ま
す
。

　
ご
み
は
、
最
初
に
分
け
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。
皆
さ
ん
に
は
大
変
負

担
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
み
発
生
時
点
で
分
別
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
一
番
効
率
が
上
が
り
ま
す
。

　
今
年
も
、
ご
み
を
分
け
て
、
地
球
資
源
の
節
約
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
田
ん
ぼ
が
非
常
に
乾
燥
し
ま
す
。
特
に
転
作
田
は
、
火
事
が
起
こ
り
や
す
い
状

態
で
す
。
草
刈
り
等
充
分
に
管
理
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

テレビ・エアコン

冷蔵庫・洗濯機

自動車類・タイヤ

消火器・廃油

薬品・塗料

油入り缶（中身除けば可）

タタミ

（別表）適正処理困難物

お

願

い

ｍ２

ｍ２
ｍ２

ｍ２

ｍ２

○６３

○６３



平成１４年　広報「おの」１月号

暮
ら
し
の
情
報

市
役
所
の
代
表
電
話
番
号
は
　
１
０
０
０
で
す
。

ま
た
、
直
接
、
目
的
の
部
課
、
担
当
へ
電
話
を
か
け
て

い
た
だ
く
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
番
号
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

○６３

２０

　
健
や
か
で
豊
か
な
生
活
に
は
、

健
康
は
か
か
せ
ま
せ
ん
。
小
野
市

国
民
健
康
保
険
で
は
、
疾
病
の
予

防
・
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
通

じ
て
、
被
保
険
者
の
健
康
保
持
・

増
進
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
次
の
３
つ
の
条
件
を
全
て
満

た
し
た
方
を
対
象
に
「
人
間
ド
ッ

ク
施
設
利
用
助
成
事
業
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
る

場
合
は
、
前
も
っ
て
小
野
市
民
病

院
（
料
金
は
別
表
の
と
お
り
）
で

予
約
を
と
り
、
市
民
課
保
険
医
療

係
へ
助
成
の
申
請
手
続
き
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
そ
の
他
施
設
「
一
泊
二

日
型
以
上
の
人
間
ド
ッ
ク
」
に
つ

い
て
は
、
一
万
円
の
助
成
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
人
間
ド
ッ
ク
の
助

成
を
受
け
ら
れ
る
の
は
年
度
に
一

回
で
す
。

▼
対
象
者

　
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者

　
療
養
の
給
付
等
を
継
続
的
に
受

け
て
い
な
い
被
保
険
者

　
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
世
帯
の
被
保
険
者

※
詳
細
は
、
市
民
課
保
険
医
療
係

（
　
　
１
４
６
９
）
ま
で
。

　
旅
行
等
で
海
外
へ
行
く
人
が
増

え
て
い
ま
す
が
、
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
が
海
外
渡
航
中
に
、

病
気
や
け
が
で
治
療
を
受
け
た
場

合
、
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
海
外
で
】

　
受
診
し
た
海
外
の
医
療
機
関
で

一
旦
か
か
っ
た
金
額
の
全
額
を
支

払
い
ま
す
。

　
そ
の
医
療
機
関
で
、
治
療
内
容

や
医
療
費
等
の
明
細
を
も
ら
い
ま

す
（
診
療
内
容
明
細
書
、
領
収
明

細
書
等
）。

【
帰
国
後
】

　
市
へ
療
養
支
給
申
請
を
し
ま
す
。

　
各
書
類
が
外
国
語
で
作
成
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
日
本
語
の
翻
訳

文
を
申
請
者
が
添
付
し
ま
す
。

　
保
険
給
付
費
分
が
払
い
戻
さ
れ

ま
す
（
国
内
で
の
給
付
を
基
準
と

し
、
保
険
適
用
分
の
み
で
す
）。

　
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
が
�

あ
る
人
で
、
厚
生
年
金
保
険
に
一

か
月
以
上
加
入
し
て
い
た
人
は
、

原
則
と
し
て
　
歳
か
ら
、
老
齢
基

礎
年
金
と
そ
れ
に
上
乗
せ
さ
れ
た

老
齢
厚
生
年
金
の
給
付
を
受
け
ま

す
。

　
ま
た
、
厚
生
年
金
で
は
、
加
入

者
の
生
年
月
日
に
よ
っ
て
、　
歳

前
に
「
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年

金
」
の
定
額
部
分
、
報
酬
比
例
部

分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

年
金
は
、　
歳
と
同
時
に
、
老
齢

厚
生
年
金
と
老
齢
基
礎
年
金
の
支

給
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　
　
歳
前
に
支
給
さ
れ
る
老
齢
厚

生
年
金
は
、「
定
額
単
価
×
加
入

月
数
」
で
計
算
さ
れ
る
「
定
額
部

分
」
と
在
職
中
の
給
料
の
額
が
反

映
さ
れ
る
「
報
酬
比
例
部
分
」
か

ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
歳
前
に
支
給
さ
れ
る
老
齢
厚

生
年
金
の
受
給
開
始
年
齢
は
、
生

年
月
日
や
性
別
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
将
来
的
に
は
す
べ
て
の
人

が
　
歳
か
ら
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

☆
国
民
年
金
の
保
険
料
は
国
に
直

　
接
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

　
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
小
野
市
か
ら
送
付
し

て
い
ま
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
書
は
、
平
成
　
年
４
月
分
よ

り
国
か
ら
直
接
送
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
前
納
や
追
納
を
含

一　泊

人　間

ドック

一　日

人　間

ドック

半　日

人　間

ドック
平成１３年
４月１日から

人　間
ドック

性別

男

女

男

女

男

女

料　　金 助　成　額
助　成　後

（自己負担額）

７０，３５０円 ４８，０００円 ２２，３５０円

７２，４５０円 ４８，０００円 ２４，４５０円

３９，９００円 ２７，０００円 １２，９００円

４２，０００円 ２７，０００円 １５，０００円

２３，１００円 １５，０００円 ８，１００円

２５，２００円 １５，０００円 １０，２００円

保

険

医

療

病
気
の
早
期
発
見
・
予
防
の
た
め

年
に
一
度
は

　
　
　
人
間
ド
ッ
ク
を
！

国

民

年

金

公
的
年
金
の
い
ま

　
歳
前
に
支
給
さ
れ
る

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金

生
年
月
日
に
よ
っ
て
異
な
る

老
齢
厚
生
年
金
の
受
け
方

平
成
　
年
４
月
か
ら

納
付
方
法
が
変
わ
り
ま
す
！

６５

１４

○２

人
間
ド
ッ
ク
施
設

　
　
　
利
用
助
成
事
業

３０

７０

○６３
○１○１○２ ○２○３

（平成１４年１月１日現在）〈消費税込〉

◇◆◇小野市民病院◇◆◇（　６３－２０２０　内線１０５）

海
外
療
養
費
制
度

６５

６５

６５

１４

６５

６５

６５

○１○２○３



２１ 平成１４年　広報「おの」１月号

む
納
付
書
の
発
行
や
口
座
振
替
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
国
（
社
会

保
険
事
務
所
）
が
窓
口
と
な
り
ま

す
の
で
、
４
月
分
以
降
の
国
民
年

金
の
保
険
料
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
明
石
社
会
保
険
事
務
所

ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
小
野
市
が
発
行
し
て
い

た
納
付
書
は
、
４
月
以
降
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

☆
第
三
号
被
保
険
者
該
当
届
は
市

　
役
所
に
届
け
る
必
要
は
あ
り
ま

　
せ
ん
。

　
新
し
く
第
三
号
被
保
険
者
（
社

会
保
険
に
扶
養
認
定
さ
れ
た
配
偶

者
）
に
該
当
し
た
場
合
等
の
届
け

出
は
平
成
　
年
４
月
か
ら
配
偶
者

が
勤
務
す
る
事
業
所
へ
届
け
出
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
年
金
係

（
　
　
１
４
６
９
）

　
市
民
課
介
護
保
険
係
で
は
、
平

成
　
年
度
に
作
成
す
る
、
第
二
期

介
護
保
険
事
業
計
画
の
基
礎
資
料

収
集
の
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
中
で
す
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
平
成
　

年
度
か
ら
の
介
護
保
険
事
業
の
基

礎
と
な
る
重
要
な
ア
ン
ケ
ー
ト
で

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
介
護
保

険
係
（
　
　
１
５
０
９
）

　
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
ま
す
と
水

道
設
備
、
特
に
露
出
し
て
い
る
部

分
の
配
管
、
蛇
口
、
バ
ル
ブ
、
量

水
器
等
が
凍
結
で
一
時
的
に
水
が

出
な
く
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
破

損
や
漏
水
に
よ
り
不
要
な
出
費
に

つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
凍
結
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
事
前

に
防
寒
措
置
を
施
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

　
万
一
凍
結
に
よ
っ
て
器
具
が
破

損
し
、
漏
水
が
発
生
し
た
場
合
は

指
定
の
水
道
業
者
に
修
理
の
依
頼

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
水
道
料
金
の
確
定
に
必
要
な
使

用
量
に
関
す
る
検
針
は
、
現
在
２

ヶ
月
に
１
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
上
に

重
い
物
を
置
い
た
り
、
立
ち
木
の

枝
等
で
検
針
が
で
き
に
く
い
状
況

や
犬
の
放
し
飼
い
の
た
め
、
メ
ー

タ
ー
付
近
に
近
寄
れ
な
い
お
家
が

あ
り
ま
す
の
で
、
検
針
の
障
害
に

な
ら
な
い
よ
う
ご
配
慮
を
特
に
お

願
い
し
ま
す
。

　
水
道
水
の
漏
水
は
地
中
埋
設
の

た
め
、
容
易
に
確
認
出
来
な
い
こ

と
が
あ
り
、
水
道
管
は
老
朽
化
や

衝
撃
に
よ
り
漏
水
が
起
こ
り
ま
す
。

　
水
道
部
で
は
、
早
期
発
見
、
早

期
修
復
を
行
う
た
め
、
本
年
度
も

２
月
上
旬
に
専
門
業
者
に
よ
る
漏

水
調
査
に
入
り
ま
す
。

　
対
象
地
域
は
小
野
地
区
（
　
町
）、

大
部
地
区
（
６
町
）、
下
東
条
地

区
（
３
町
）、
市
場
地
区
（
２
町
）

に
お
い
て
道
路
上
の
仕
切
弁
お
よ

び
宅
地
内
の
止
水
栓
等
の
探
知
を

行
い
地
中
漏
水
の
調
査
を
行
い
ま

す
。

　
こ
の
調
査
は
夜
間
を
中
心
に
路

上
お
よ
び
宅
地
内
に
も
立
ち
入
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
現
在
水
道
部
で
は
、
下
水
道
事

業
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
事
業
に

伴
い
、
上
水
道
管
の
移
設
工
事
の

た
め
、
白
い
仮
設
パ
イ
プ
を
露
出

で
側
溝
お
よ
び
田
畑
の
畦
等
に
配

管
し
給
水
を
行
っ
て
い
ま
す
。
附

近
住
民
の
方
々
に
は
通
行
や
田
畑

の
管
理
上
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
お
り
ま
す
が
、
し
ば
ら
く
の

間
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
上
水
道
課
（
　

　
１
０
１
２
）

対
　
象
　
者

調

査

方

法

要
介
護
認
定

を
受
け
て
お

ら
れ
る
方
全

員

市
が
任
命
し

た
調
査
員
に

よ
る
訪
問
調

査

要
介
護
認
定

を
受
け
て
い

な
い
　
歳
以

上
の
方
か
ら

抽
出

調
査
票
を
郵

送

　県民局では、北播磨地域狂牛病対策連絡会議を設

置し、万全の安全対策を講じることにより、県民の

皆様が安心して牛肉を食べられる体制を整備してい

ます。

　牛肉については、平成１３年１０月１８日から、出荷

前の検査を行い狂牛病の疑いのない牛肉のみを流通

させる体制を確立しています。

　感染源とされている肉骨粉入りの飼料については、

すべての家畜に対して使用が禁止されている他、肉

骨粉入りの飼料の製造、販売も禁止されています。

　問い合わせ　北播磨県民局　社農林振興事務所

　　　　　　　農業振興課（　０７９５　６９２４）

兵庫県北播磨県民局から

～狂牛病を正しく知ろう～

６５

介

護

保

険

ア
ン
ケ
ー
ト
に

　
　
　
　
ご
協
力
を
！

上

水

道

水
道
設
備
（
器
具
）
の

　
　
凍
結
に
ご
注
意
を

量
水
器
（
メ
ー
タ
ー
）
の

検
針
の
支
障
に
つ
い
て
お
願
い

漏
水
調
査
の
実
施
に

　
　
つ
い
て
ご
理
解
を

仮
設
水
道
管
の

　
　
　
布
設
に
つ
い
て

１４

１５

１４ ○６３

○６３

○６３

○４２

１１



　
日
々
の
生
活
の
中
か
ら
、
地
域

で
の
仕
事
づ
く
り
を
考
え
る
セ
ミ

ナ
ー
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
の
学
習
や
地
域
で
活
躍
す
る
起

業
家
の
体
験
談
を
聞
き
ま
す
。
思

い
立
っ
た
ら
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
　
２
月
　
日
　
か
ら
３
月

　
日
　
　
全
４
回
　
　
時
　
分
か

ら
　
時
　
分

▼
場
所
　
中
央
公
民
館

▼
内
容
　
　
こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
　
地
元
の
起
業

家
体
験
談
　
こ
ん
な
こ
と
や
っ
て

い
ま
す
　
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て

思
い
立
っ
た
ら
仕
事
。

▼
受
講
料
　
２，
０
０
０
円

▼
対
象
　
地
域
で
仕
事
起
こ
し
を

考
え
る
女
性
お
よ
び
男
性

▼
定
員
　
　
名
（
先
着
順
）

▼
一
時
保
育
　
１
歳
以
上
就
学
前

ま
で
　
無
料
・
要
予
約

▼
申
し
込
み
方
法
　
１
月
５
日
　

か
ら
受
付
。
所
定
の
申
し
込
み
用

紙
に
記
入
。
葉
書
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
も
可
。

葉
書
の
表
　
〒
６
７
５
│
１
３
８

０
　
小
野
市
王
子
町
８
０
６
│
１

小
野
市
中
央
公
民
館
　
思
い
立
っ

た
ら
地
域
で
仕
事
起
こ
し
セ
ミ
ナ

ー
係

裏
　
氏
名
・
〒
・
住
所
・
電
話
番

号
・
男
女
の
別
・
セ
ミ
ナ
ー
受
講

動
機

Ｅ
メ
ー
ル

　▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館
（
�

　
１
０
２
０
）

　
中
高
年
の
男
性
の
た
め
の
講
座

で
す
。
年
齢
と
と
も
に
考
え
方
も

変
わ
っ
て
き
ま
す
。
異
な
る
職
業

経
験
の
方
と
交
流
し
、
日
々
の
暮

ら
し
方
や
仕
事
の
こ
と
、
定
年
退

職
後
や
地
域
で
の
活
動
に
つ
て
、

本
音
で
語
り
合
い
、
一
緒
に
活
動

し
て
「
も
う
一
つ
の
生
き
方
」
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
し
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
機
会
に
、
自
分
の
殻
を
一

つ
破
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
日
　
２
月
９
日
　
・
　
日
　

▼
場
所
　
県
立
嬉
野
台
生
涯
教
育

セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
　
出
会
い
の
つ
つ
き
鍋

作
り
　
講
演
「
も
う
一
つ
の
生
き

方
」　
お
や
じ
の
本
音
ト
ー
ク
　

仕
事
と
家
庭
ど
ち
ら
が
大
事
　
定

年
後
ど
う
し
ま
す
か
　
地
域
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ど
う
つ
く
る
か
　

夕
食
と
音
楽
の
ひ
と
時
　
楽
し
く

挑
戦
　
情
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
考

え
る
　
そ
ば
打
ち
名
人
に
な
ろ
う

　
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
。

▼
参
加
料
　
１
０，
０
０
０
円

▼
対
象
　
中
高
年
男
性
（
概
ね
　

歳
か
ら
　
歳
位
・
市
外
の
方
も
歓

迎
）

▼
定
員
　
　
名
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
方
法
　
１
月
５
日
　

か
ら
受
付
。
所
定
の
申
し
込
み
用

紙
に
　
氏
名
　
住
所
　
電
話
番
号

　
年
齢
を
記
入
。
葉
書
・
Ｅ
メ
ー

ル
で
の
申
し
込
み
も
可
。
電
話
で

の
申
し
込
み
は
不
可
。

▼
申
し
込
み
　
〒
６
７
５
│
１
３

８
０
　
小
野
市
王
子
町
８
０
６
│

１
小
野
市
中
央
公
民
館
男
性
い
き

い
き
セ
ミ
ナ
ー
係

Ｅ
メ
ー
ル

　▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館
（
�

　
１
０
２
０
）

　
化
石
採
集
・
渡
り
鳥
の
観
察
・

餌
付
け
を
し
な
が
ら
冬
の
自
然
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
２
月
　
日
　
　
９
時
　

分
か
ら
　
時
　
分

▼
講
師
　
小
野
自
然
写
真
の
会

（
中
央
公
民
館
登
録
サ
ー
ク
ル
）

の
皆
さ
ん
　

▼
場
所
　
鴨
池
・
大
門
橋
付
近
ほ

か
（
中
央
公
民
館
か
ら
現
地
ま
で

市
の
バ
ス
で
送
迎
）

▼
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
傷

害
保
険
料
と
し
て
４
５
０
円
徴
収
）

▼
対
象
　
小
中
学
生
（
市
外
の
方

も
歓
迎
）

▼
定
員
　
　
名

▼
申
し
込
み
方
法
　
１
月
５
日
　

か
ら
同
月
　
日
　
ま
で
に
所
定
の

申
し
込
み
用
紙
に
　
氏
名
　
保
護

者
氏
名
　
〒
　
住
所
　
電
話
番
号

　
男
女
の
別
　
学
校
　
学
年
を
記

入
。
葉
書
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
の
申
し
込
み
も
可
（
　
日
必
着
）。

電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
。
申

込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
で
決

定
。

▼
申
し
込
み
　
〒
６
７
５
│
１
３

８
０
　
小
野
市
王
子
町
８
０
６
│

１
小
野
市
中
央
公
民
館
自
然
観
察

ち
び
っ
子
講
座
係

Ｅ
メ
ー
ル

　▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館
（
�

　
１
０
２
０
）

　
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
に
、
こ

ど
も
放
送
局
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

▼
日
時
　
１
月
　
日
　「
環
境
」、

　
日
　「
あ
こ
が
れ
の
職
業
」、
と

も
に
　
時
　
分
か
ら
　
時

▼
場
所
　
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

▼
日
時
　
１
月
　
日
　
　
　
時
か

ら▼
場
所
　
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

▼
料
金
　
無
料

▼
日
時
　
１
月
　
日
　
　
　
時
　

分
か
ら

▼
場
所
　
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

▼
料
金
　
無
料

　
絵
本
や
物
語
な
ど
の
楽
し
い
お

話
を
し
ま
す
。
途
中
か
ら
は
入
れ

な
い
の
で
時
間
に
遅
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
　
１
月
　
日
　
・
　
日
　
、

（
小
学
校
低
学
年
ま
で
）　
時
か
ら
、

（
小
学
校
高
学
年
以
上
）　
時
　
分

か
ら

▼
場
所
　
２
階
和
室

　
今
月
は
「
干
支
《
馬
》
の
お
話
」

を
展
示
し
ま
す
。
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中
央
公
民
館

図
　
書
　
館

男
性
い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー

こ

ど

も

放

送

局

思
い
立
っ
た
ら
地
域
で

仕
事
起
こ
し
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
募
集

受
講
生
募
集

自
然
観
察
ち
び
っ
子
講
座

受
講
生
募
集

（
文
化
＆
ス
ポ
ー
ツ
）

ｋ
ｏ
ｍ
ｉｎ
ｋ
ａ
ｎ
＠

ｃｉｔ
ｙ
．ｏ
ｎ
ｏ
．ｈ
ｙ
ｏ
ｇ
ｏ
．ｊｐ

１５

（日）

（日）

（土）

（土）

（土）

（日）

（日）

３０

１３

１０

１７

１４

４０

２０

３０

３０

３０

（土）

（土）

（木）

３１

１２

（土）

２６

（日）（土）

（土）

１３１２

（日）

２７

２６ １４
１４１４

１０

１０

１５

３０

３１

３０
４０

７０

３０

１０

１０

３０

○６３

ｋ
ｏ
ｍ
ｉｎ
ｋ
ａ
ｎ
＠

ｃｉｔ
ｙ
．ｏ
ｎ
ｏ
．ｈ
ｙ
ｏ
ｇ
ｏ
．ｊｐ

○６３
ｋ
ｏ
ｍ
ｉｎ
ｋ
ａ
ｎ
＠

ｃｉｔ
ｙ
．ｏ
ｎ
ｏ
．ｈ
ｙ
ｏ
ｇ
ｏ
．ｊｐ

○６３

○１

○１

○２

○３
○４

○１

○３

○４

○２

○１

○３

○４

○５

○６

○７

○８

○２

○２○３

○Ｃ

○Ａ
○Ｂ

○４

○５

○Ａ○Ｂ

○Ｃ

お

話

会

今

月

の

本

名

画

鑑

賞

会

「
華
麗
な
る
ヒ
コ
ー
キ
野
郎
」

こ

ど

も

映

画

会

　
「

日

本

昔

ば

な

し

」
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今
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
が
子
ど
も
の
頃
に
は
、

ど
ん
な
食
事
を
し
て
い
た
の
か
な
？

わ
た
し
た
ち
の
食
事
と
比
べ
て
み

よ
う
！

　
今
回
の
学
習
参
考
展
の
テ
ー
マ

は
「
む
か
し
の
食
事
」
で
す
。
今

か
ら
　
年
か
ら
　
年
前
の
ご
は
ん

を
食
品
サ
ン
プ
ル
で
再
現
し
、
ま

た
、
最
近
で
は
見
か
け
な
く
な
っ

た
な
つ
か
し
の
台
所
用
具
な
ど
を

み
て
い
き
ま
す
。

　
テ
ー
マ
　「
季
節
の
食
事
」
で

は
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
の
四
季
お

り
お
り
に
食
卓
に
並
ん
で
い
た
日

常
の
食
事
を
み
て
い
き
ま
す
。

　
テ
ー
マ
　「
行
事
の
食
事
」
で

は
、
年
越
し
か
ら
お
正
月
の
お
せ

ち
料
理
や
雑
煮
、
お
彼
岸
の
お
は

ぎ
、
秋
祭
り
の
塩
さ
ば
の
姿
ず
し

な
ど
を
ふ
く
め
、
む
か
し
か
ら
引

き
継
が
れ
る
食
文
化
を
み
て
い
き

ま
す
。

　
テ
ー
マ
　「
な
つ
か
し
の
台
所

用
具
」
で
は
、
調
理
で
む
か
し
欠

か
せ
な
か
っ
た
台
所
用
具
、
そ
の

用
具
の
形
の
変
化
な
ど
を
紹
介
し

ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
展
示
室
隣
り
の
民
家

（
復
元
）
で
、
む
か
し
の
台
所
風

景
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
お
越
し
の
方
に
ご
希
望
で
レ
シ

ピ
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
む
か

し
の
料
理
を
実
際
に
作
っ
て
食
べ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
入
館
料
　
大
人
（
高
校
生
以
上
）

２
０
０
円
、
小
中
学
生
１
０
０
円

（
コ
コ
ロ
ン
カ
ー
ド
持
参
は
無
料
）

▼
休
館
日
　
月
曜
日
（
２
月
　
日

は
開
館
、
翌
　
日
は
休
館
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
立
好
古
館

（
　
　
３
３
９
０
）

　
盲
導
犬
と
い
う
言
葉
は
知
っ
て

い
て
も
、
案
外
身
近
に
感
じ
る
こ

と
は
少
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　
盲
導
犬
を
育
て
る
過
程
は
、
子

育
て
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
実
際
に
盲
導
犬
を
見
て
、
感
じ

て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
１
月
　
日
　
　
　
時
か

ら
　
時
　
分

▼
場
所
　
中
央
公
民
館
２
０
６
号
室

▼
講
師
　
兵
庫
県
盲
導
犬
協
会
　

　
　
　
　
　
　
津
田
　
公
子
氏

▼
対
象
　
幼
児
の
母
親
・
盲
導
犬

に
関
心
が
あ
る
方

▼
受
講
料
　
無
料

▼
定
員
　
　
名
（
先
着
順
）

▼
託
児
あ
り
　
無
料
・
要
予
約

▼
申
し
込
み
　
官
製
は
が
き
あ
る

い
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
参
加
希
望
者
の

氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
〒
６
７
５
│
１

３
８
０
　
小
野
市
王
子
町
８
０
６

│
１
教
育
委
員
会
　
子
育
て
学
習

セ
ン
タ
ー
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▼
締
め
切
り
　
１
月
　
日
　

▼
詳
細
　
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

へ
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ
＆
　
　
７
０
２
０
）

▼
日
時
　
１
月
　
日
　
か
ら
原
則

第
２
週
、
第
４
週
の
土
曜
日
（
　

回
開
催
）。
　
　
時
か
ら
　
時

▼
場
所
　
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）

ア
リ
ー
ナ

▼
主
催
　
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

▼
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
（
高
校
生
以
上
）
の
方

▼
内
容
　
初
心
者
＝
基
本
技
術
の

習
得
か
ら
ゲ
ー
ム
ま
で
。
中
級
者

＝
基
本
技
術
の
再
確
認
。

▼
受
講
料
　
４，
０
０
０
円
（
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
加
入
希
望
者
は
、

別
途
保
険
料
が
必
要
）

▼
定
員
　
初
心
者
　
名
、
中
級
者

５
名

▼
そ
の
他
　
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ラ

ケ
ッ
ト
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
は
各

自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

・
実
施
中
の
傷
害
等
に
つ
い
て
は
、

応
急
処
置
以
外
の
責
任
は
負
い
ま

せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
協
会
　
吉
田
（
　
　
５
５
５
５
）、

多
賀
（
　
　
５
２
４
１
）
ま
で
。

　
式
典
で
は
こ
の
１
年
間
で
ス
ポ

ー
ツ
分
野
に
お
い
て
貢
献
さ
れ
た

指
導
者
や
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら

れ
た
選
手
に
賞
を
贈
り
栄
誉
を
称

え
ま
す
。

　
ま
た
、
講
演
会
で
は
、
シ
ド
ニ

ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道
（
１
０
０

　
超
級
）
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
篠
原
信

一
選
手
を
迎
え
、
柔
道
と
の
関
わ

り
や
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ま
つ
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
楽
し
い
お
話

や
柔
道
の
実
演
を
し
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

▼
日
時
　
２
月
２
日
　
　
　
時
か

ら
（
開
場
　
時
　
分
）

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
　
無
料
　
※
入
場
整
理

券
を
配
布
し
ま
す
（
先
着
順
・
全

席
自
由
席
）。

▼
入
場
整
理
券
　
１
月
　
日
　
か

ら
教
育
委
員
会
事
務
所
、
総
合
体

育
館
、
匠
台
公
園
体
育
館
、
各
隣

保
館
で
配
布
し
ま
す
。

●
講
師
紹
介

　
神
戸
市
出
身
。
１
９
９
９
年
世

界
柔
道
選
手
権
１
０
０
　
超
級
、

無
差
別
級
で
二
冠
。
シ
ド
ニ
ー
五

輪
１
０
０
　
超
級
銀
メ
ダ
ル
。
日

本
柔
道
界
の
第
一
人
者
。
２
０
０

１
年
世
界
柔
道
選
手
権
に
お
い
て

も
１
０
０
　
超
級
で
銅
メ
ダ
ル
を

獲
得
。
現
在
は
、
の
じ
ぎ
く
兵
庫

国
体
の
ス
ー
パ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
も
活
躍
中
。

あ
の
柔
道
の
篠
原
選
手
が
や
っ
て
く
る
！

あ
の
柔
道
の
篠
原
選
手
が
や
っ
て
く
る
！

あ
の
柔
道
の
篠
原
選
手
が
や
っ
て
く
る
！

（柔道）
篠 原 信 一 選手

ｋｇ

ｋｇ

ｋｇｋｇ

小
野
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
並
び
に
講
演
会

小
野
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
並
び
に
講
演
会

好
　
古
　
館

学
習
参
考
展

「
む
か
し
の
食
事
」

子
　
育
　
て

子
育
て
講
座

「
盲
導
犬
っ
て
な
に
！
」

ス

ポ

ー

ツ

１
月
　
日
　
〜
３
月
３
日
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
習
会

第
２
期
受
講
生
募
集

２５

（日）

（金）

４０

５０

１１

１２

１４

１３

１１

３０

１２

１８

２１

１２

１７

１０

４０

○６３

２３

３０

１０

（水）

（木）

（土）

（土）

（金）

○６２

○６３

○６３

１１



　
平
成
　
年
中
に
給
料
、
賃
金
等

を
支
払
っ
た
支
払
者
は
、「
給
与

支
払
報
告
書
」
を
税
務
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
間
　
１
月
　
日
　

市
税
８
期
（
１
月
分
）

・
市
県
民
税

・
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税

・
国
民
健
康
保
険
税

▼
納
期
限
　
１
月
　
日
　

※
納
税
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替

の
申
込
書
は
、
市
内
の
金
融
機
関
・

郵
便
局
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
に
つ
い
て
、
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時
　
２
月
１
日
　
　
　
時
　

分
か
ら

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館

※
当
日
は
、
説
明
会
の
み
で
、
申

告
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
詳
細
　
社
税
務
署
個
人
課
税
第

１
部
門
（
　
０
７
９
５
　
８
２
０

４
）

　
申
告
が
必
要
な
方
は
、
次
の
方
々

で
す
。

・
自
営
業
で
あ
る
、
農
業
所
得
が

あ
る
、
家
賃
収
入
が
あ
る
、
年
金

収
入
が
あ
る
方
な
ど
。

・
土
地
、
建
物
や
株
を
売
っ
た
と

き
、
売
却
益
が
で
れ
ば
分
離
譲
渡

所
得
と
し
て
申
告
が
必
要
で
す
。

・
ゴ
ル
フ
会
員
権
、
絵
画
等
を
売

っ
た
と
き
、
売
却
益
が
で
れ
ば
総

合
譲
渡
所
得
と
し
て
申
告
が
必
要

で
す
。

▼
申
告
納
税
期
間
　
２
月
　
日
　

か
ら
３
月
　
日
　
ま
で

　
財
産
を
も
ら
っ
た
と
き
、
年
間

１
１
０
万
円
を
超
え
れ
ば
申
告
が

必
要
で
す
。

▼
申
告
納
税
期
間
　
２
月
１
日
　

か
ら
３
月
　
日
　
ま
で

　
大
島
地
区
計
画
に
つ
い
て
、
地

区
整
備
計
画
を
定
め
ま
す
。
次
の

と
お
り
都
市
計
画
変
更
の
案
を
縦

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
場
所
　
地
域
振
興
部
ま
ち

づ
く
り
課

▼
縦
覧
期
間
お
よ
び
意
見
書
提
出

先
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　
か
ら

平
成
　
年
１
月
　
日
　
ま
で
（
た

だ
し
、
土
曜
、
日
曜
を
除
く
執
務

時
間
内
）

　
な
お
、
こ
の
案
に
対
し
て
意
見

の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
中
、
市

長
あ
て
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
地
域
振
興
部
ま

ち
づ
く
り
課
（
　
　
１
８
８
４
）

　
こ
の
融
資
制
度
は
、
市
内
に
在

住
し
て
い
る
方
で
、
か
つ
、
市
内

に
営
業
所
ま
た
は
主
た
る
事
務
所

を
有
し
、
１
年
以
上
同
一
事
業
（
金

融
、
遊
興
、
娯
楽
等
は
除
き
、
か

つ
、
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
対

象
業
務
に
限
る
）
を
営
ん
で
い
る

中
小
企
業
者
で
、
市
税
務
課
ま
た

は
社
税
務
署
に
営
業
申
告
を
し
て

お
り
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

方
で
す
。

▼
貸
付
限
度
額

・
運
転
資
金
　
１，
５
０
０
万
円
以
内

・
設
備
資
金
　
１，
５
０
０
万
円
以
内

・
転
業
資
金
　
　
　
５
０
０
万
円
以
内

・
公
害
除
去
設
備
資
金
　

　
　
　
　
　
１，
５
０
０
万
円
以
内

▼
年
利
率
　
２
・
０
％

▼
返
済
期
間
　
　
ヶ
月
以
内
（
た

だ
し
、
運
転
資
金
ま
た
は
５
０
０

万
円
以
内
の
貸
付
金
の
場
合
は
　

ヶ
月
以
内
で
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
（
　

　
１
９
２
９
）、
小
野
商
工
会
議

所
（
　
　
１
１
６
１
）
へ
。

　
勤
労
者
の
皆
さ
ん
の
住
宅
の
建

築
・
購
入
等
の
支
援
を
行
う
た
め
、

市
が
近
畿
労
働
金
庫
と
提
携
し
、

低
金
利
で
融
資
が
受
け
ら
れ
る
制

度
で
す
。
市
内
で
マ
イ
ホ
ー
ム
を

計
画
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
融
資
を
受
け
ら
れ
る
方

１．
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て

い
る
勤
労
者
で
同
一
事
業
所
に
１

年
以
上
勤
務
し
て
い
る
方
。
ま
た

は
、
同
一
事
業
所
に
３
年
以
上
引

き
続
き
勤
務
し
て
い
る
方
。

２．
市
内
に
住
宅
を
建
築
（
増
改

築
を
含
む
）
ま
た
は
購
入
し
よ
う

と
す
る
方
。

３．
融
資
金
の
返
済
能
力
が
十
分

に
あ
る
方
。

４．
年
齢
が
　
歳
以
上
　
歳
未
満

の
方
。

５．
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

６．
そ
の
他
融
資
機
関
の
指
定
す

る
保
証
機
関
の
保
証
が
受
け
ら
れ

る
方
。

▼
融
資
条
件

１．
融
資
限
度
額

新
築
・
購
入
　
１，
０
０
０
万
円
以
内

増
　
改
　
築
　
　
５
０
０
万
円
以
内

２．
融
資
期
間

新
築
・
購
入
　
　
年
以
内

増
　
改
　
築
　
　
年
以
内

３．
融
資
利
率

固
定
型
　
年
３
・
　
％

変
動
型
　
年
１
・
　
％

▼
受
付
期
間

　
常
時
受
付
し
て
い
ま
す
が
、
融

資
枠
に
達
し
た
場
合
は
締
め
切
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
詳
細
　
商
工
観

光
課
（
　
　
１
９
２
９
）、
ま
た

は
近
畿
労
働
金
庫
北
播
支
店
（
　

０
７
９
５
　
５
５
５
１
）
へ
。

２４平成１４年　広報「おの」１月号

ゆ
と
り
あ
る
快
適
な
街

（
市
内
黒
川
町
）

ゆ
と
り
あ
る
快
適
な
街

第
２
期
一
般
宅
地
分
譲

　
　
　
受
付
中
（
先
着
順
）

（
市
内
黒
川
町
）

＊
住
宅
建
設
メ
ー
カ
ー
の
指
定
は

　
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
住
宅
建
設
期
限
は
　
年
以
内
に

　
な
り
ま
し
た
。
　

＊
家
族
用
（
分
家
住
宅
）
と
し
て

　
の
取
得
も
可
能
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
小
野
市
土
地
開
発
公
社
（
市
役

所
内
）
ま
で
。

ア
メ
ニ
テ
ィ

　
　
く
ろ
か
わ

ア
メ
ニ
テ
ィ

　
　
く
ろ
か
わ

お

知

ら

せ

「
給
与
支
払
報
告
書
」の
提
出

今
月
の
納
税

贈
与
税
の
申
告
と
納
税

今
月
の
納
税

所
得
税
の
申
告
と
納
税

贈
与
税
の
申
告
と
納
税

（
お
知
ら
せ
＆
募
集
）

市

税

務

課

か

ら

「
確
定
申
告
説
明
会
」の
開
催

社

税

務

署

か

ら

東
播
都
市
計
画

　
地
区
計
画（
案
）の
縦
覧

中
小
企
業
融
資
制
度

勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
制
度

１３１３

３１

１８

１４

１４

２９

２０

８４

１０

２５１５
０１８２

６０

６０

１６

１５１５

３１

（木）

３０

１３

（金）

（木）

（月）

（火）

（水）

（金）

（金）（金）

○４２

○６３

○６３

○６３

○２３ ○６３



◇と　き　毎週火～日曜日　８時３０分～１７時（土曜日は12時まで）
◇ところ　中央公民館事務所（学習情報センター）

２５ 平成１４年　広報「おの」１月号

　
市
で
は
、
市
内
の
商
工
業
に
属

す
る
事
業
所
に
勤
務
さ
れ
、
次
の

い
づ
れ
か
に
該
当
す
る
方
を
「
小

野
市
商
工
業
優
良
従
業
員
表
彰
制

度
要
綱
」
に
基
づ
き
表
彰
し
ま
す
。

該
当
の
従
業
員
さ
ん
を
雇
用
さ
れ

て
い
る
事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
商

工
観
光
課
ま
で
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　
永
年
勤
続
賞
　
　
年
以
上
同
一

事
業
所
に
勤
務
し
、
そ
の
成
績
が

優
秀
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
従
業

員
（
平
成
　
年
　
月
１
日
現
在
）

　
企
業
功
績
賞
　
事
業
所
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が

表
彰
を
受
け
る
に
値
す
る
従
業
員

▼
募
集
期
間
　
１
月
　
日
　
か
ら

２
月
８
日
　

▼
推
薦
方
法
　
所
定
の
推
薦
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
商
工

観
光
課
へ
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
（
　

　
１
９
２
９
）

　
詳
し
く
は
、
広
報
と
一
緒
に
届

く
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
教

育
委
員
会
、
各
会
館
、
図
書
館
、

サ
テ
ィ
等
に
も
お
い
て
あ
り
ま
す
。

＊
講
習
会
で
お
手
伝
い
し
て
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
補
助
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
　
　
２

４
４
５
）

　
聴
覚
障
害
者
等
の
意
志
伝
達
の

手
段
を
確
保
し
、
自
立
と
社
会
参

加
を
促
進
す
る
た
め
、
要
約
筆
記

を
行
う
の
に
必
要
な
知
識
お
よ
び

技
術
を
習
得
し
た
奉
仕
員
を
養
成

す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
１
月
　
日
　
か
ら
３
月

　
日
　
ま
で
（
毎
週
土
曜
日
、
全

　
回
）　
時
　
分
か
ら
　
時
ま
で

▼
場
所
　
中
央
公
民
館

▼
定
員
　
　
名

▼
対
象
者
　
障
害
者
福
祉
に
理
解

と
熱
意
が
あ
り
、
講
習
会
終
了
後
、

要
約
筆
記
奉
仕
員
活
動
が
期
待
で

き
る
方

▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
社

会
福
祉
協
議
会
（
　
　
２
５
７
５
）

　
西
脇
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
離
職
者
、
求
職
者
を
対
象

に
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
知
識
・
技
術

習
得
の
た
め
の
講
習
会
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

▼
募
集
コ
ー
ス
　（
各
コ
ー
ス
定

員
　
名
、
９
時
か
ら
　
時
　
３
日

間
　
全
　
時
間
）

　
ワ
ー
ド
入
門
コ
ー
ス

　
エ
ク
セ
ル
入
門
コ
ー
ス

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
コ
ー
ス

▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
し
込
み
方
法
　
電
話
で
同
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
受
付
時
間
　
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
ま
で
の
９
時
か
ら
　
時

▼
問
い
合
わ
せ
　
西
脇
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
（
　
０
７
９
５
　

４
３
２
６
）

お気軽にご相談ください
市民相談　　生活上の問題

◇と　き　毎週月～金曜日　８時３０分～１７時
◇ところ　市役所市民サービス課

交通事故相談　　事故処理などに関する問題【予約制】
◇と　き　１月２４日（木）　１０時３０分～１６時
◇ところ　市役所市民サービス課

法律相談　　法律的解釈が必要な問題など【予約制】
◇と　き　１月９日（水）　１３時３０分～１６時
　　　　　１月２３日（水）　１３時３０分～１６時
◇ところ　市役所市民サービス課

人権行政相談　　人権や行政に関することなど
◇と　き　１月１６日（水）　１３時３０分～１５時３０分
◇ところ　中央公民館３０２号

消費生活相談　　商品や契約の苦情に関する問題
◇と　き　毎週水曜日　９時～１７時
◇ところ　市役所生活環境課

不登校児童生徒の悩み相談　　電話と面接相談で応じます
◇と　き　毎週月～金曜日　１３時～１７時
◇ところ　教育委員会適応教室

児童相談　　家庭環境、子育ての悩みなど
◇と　き　毎週月～金曜日　１０時～１６時
◇ところ　福祉事務所面接室

農地相談　　農地に関すること【予約制】
◇と　き　１月９日（水）　１０時～１５時
◇ところ　市役所第２庁舎第２会議室

母子家庭相談　　生活上の悩みなど
◇と　き　毎週火・金曜日　１０時～１６時
◇ところ　福祉事務所面接室

◇と　き　１月２０日（日）　１０時～１２時
◇ところ　中央公民館３０４号室

身体障害者相談　　日常生活での悩みごと

◇と　き　１月１７日（木）　１０時～１２時
◇ところ　老人福祉センター「みやま荘」

知的障害者相談　　知的障害、日常生活上の悩みごと

乳幼児育児不安の相談　　乳用児の子育ての悩みなど
◇と　き　毎週月～金曜日　１０時～１５時
◇ところ　来住保育所（子育てゆとり創造センター）　６２－８４２８

住宅改造相談（高齢者・障害者向）　住宅改造について【予約制】
◇と　き　毎週月～金曜日　８時３０分～１７時
◇ところ　福祉事務所面接室

ふれあい福祉相談　　福祉に関する悩みなど
◇と　き　毎週月～金曜日（火・木曜日は介護専門相談）１０時～１５時
◇ところ　老人福祉センター相談室　　６３－２５７４

生涯学習相談　　個々に応じた学習の場の提供

子育て相談　　子育てに関すること
◇と　き　毎週火～土曜日　１３時～１５時（土曜日は１０時～１２時まで）
◇ところ　中央公民館３０１号（子育て学習センター）　６２－７０２０

青少年の悩みの相談　　非行・いじめ・交友関係など
◇と　き　毎週月～金曜日　８時３０分～１７時（電話と面接相談）
◇ところ　教育委員会青少年補導センター　　６２－４１１０

表

彰

候

補

者

募

　

　

集

小
野
市
商
工
業

　
　
　
　
優
良
従
業
員

養

成

講

習

会

要
約
筆
記
奉
仕
員

パ
ソ
コ
ン
無
料
講
習
会

西
脇
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

○１○２

２０
１５

１３

１２

（火）

（金）

○６３

○６３

○６３

○２３

小野市

「
さ
あ
、
は
じ
め
よ
う
　

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
習
会
」

「
さ
あ
、
は
じ
め
よ
う
　

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
習
会
」

「
さ
あ
、
は
じ
め
よ
う
　

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
習
会
」

！！！！！！

（
２
月
分
受
講
者
）

―
締
め
切
り
は

　
　
１
月
　
日
　
ま
で
―

２２

（火）

１２

２０

（土）

１６

１０

１３

１６

１８

１６

３０

２０

２１

（土）

○１○２○３



例

〜
　
歳
か
ら
対
象
年
齢
〜

３０

▼
申
請
時
期
　
１
月
４
日
　
か
ら

３
月
　
日
　（
申
請
必
要
書
類
は

社
健
康
福
祉
事
務
所
　
保
健
指
導

課
に
用
意
し
て
い
ま
す
）

▼
注
意
点
　
　
申
請
が
２
月
を
過

ぎ
ま
す
と
、
４
月
ま
で
に
受
給
者

証
が
届
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
２
月
末
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
　
診
断

書
の
記
載
年
月
日
は
　
月
１
日
以

降
の
も
の
が
有
効
で
す
。
ま
た
、

検
査
結
果
も
　
月
１
日
以
降
の
内

容
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
受
付
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
　
社

健
康
福
祉
事
務
所
　
保
健
指
導
課

（
　
０
７
９
５
　
９
３
６
７
）
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食
べ
る
機
会
、
飲
む
機
会
の
多

い
年
末
年
始
、
体
調
を
崩
し
て
し

ま
っ
た
・・・
と
い
う
方
は
い
ま
せ

ん
か
。
新
年
を
迎
え
、
気
持
ち
を

新
た
に
過
ご
さ
れ
て
い
る
中
、
今

一
度
、
自
分
の
食
生
活
を
見
直
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
上
表
は
性
別
・
年
代
別
に
１
日

当
た
り
「
ど
の
く
ら
い
食
べ
れ
ば

よ
い
か
」
の
目
安
を
示
し
た
も
の

で
す
。
つ
い
つ
い
摂
り
す
ぎ
て
い

ま
せ
ん
か
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
塩
分
等
を
示
し
た
食
品
や

料
理
の
サ
ン
プ
ル
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
一
年
を
笑
顔
で
健
康
に
過

ご
す
た
め
に
、
栄
養
士
、
保
健
婦

が
一
緒
に
考
え
ま
す
。
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

１ 歳 ～ ２ 歳

３ 歳 ～ ５ 歳

６ 歳 ～ ８ 歳

９ 歳 ～１１歳

１２歳～１４歳

１５歳～１７歳

男 子
女 子
男 子
女 子
男 子
女 子
男 子
女 子
男 子
女 子
男 性
女 性

１，２３８

１，２３８

１，６３１

１，６３１

１，９９３

１，９０２

２，３０７

２，０８１

２，６６８

２，３９８

２，６９０

２，４１２

　
早
期
発
見
は
、
年
１
回
の
定
期

検
診
と
月
１
回
の
自
己
検
診
が
大

切
で
す
。

▼
検
診
日
　
１
月
　
日
　
、
２
月

　
日
　
、
３
月
　
日

▼
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
受
付
時
間
　
　
時
　
分
か
ら
　

時▼
料
金
　
１，
０
０
０
円
（
　
歳

以
上
は
無
料
）

▼
申
し
込
み
　
電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
。
　

幼

児

期

学

童

期

思

春

期

エネルギー（ｋｃａｌ）

１８歳～２９歳

３０歳～４９歳

５０歳～６９歳

７０歳 以 上

男 子
女 子
男 子
女 子
男 子
女 子
男 性
女 性

２，６２２

２，２９１

２，５３１

２，２１６

２，２２３

２，０８３

２，０６４

１，７９０

青
年
期

壮

年

期

高
齢
期

エネルギー（ｋｃａｌ）

（平成１１年改訂　兵庫県の目標食品構成表より）

あ
な
た
の
健
康
を

　
　
　
　
考
え
ま
す
！

一
日
あ
た
り
ど
の
く
ら
い

　
　
食
べ
れ
ば
い
い
の
？

〜
一
年
を
健
康
に

　
　
　
過
ご
す
に
は
〜

あ
な
た
の
健
康
を

　
　
　
　
考
え
ま
す
！

一
日
あ
た
り
ど
の
く
ら
い

　
　
食
べ
れ
ば
い
い
の
？

〜
一
年
を
健
康
に

　
　
　
過
ご
す
に
は
〜

つ
い
つ
い

　
食
べ
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か

つ
い
つ
い

　
食
べ
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か

つ
い
つ
い

　
食
べ
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か

１　人　分（ｇ） 家族のアレンジ　１人分（ｇ）

材　料献立名

米
干しいたけ
ごぼう
にんじん
卵
きぬさや
　砂糖
　酢
　塩
白ごま
のり

小松菜
とりささ身
白ごま
　しょうゆ
　砂糖
　だし汁

ひじき
ゆで大豆
にんじん
　砂糖
　しょうゆ

みつ葉
麩
だし汁
　しょうゆ
　砂糖

１５０�
４�
１０�
１０�
１５�
５�
５�
１５�
１．５�
２�
１

６０�
２０�
１�
４�
３�

少々

５�
４０�
５�
３�
３�

５�
１�

１５０�
２�

少々�

１３０�
４�
８�
８�
１５�
４�
４�
１２
１．２�
２�
１

６０�
２０�
１�
４
３�

少々

５�
４０�
５�
３�
３�

５�
１�

１５０�
２�

少々�

９０�
２�
５�
５�
１５�
３�
３�
９�

０．９�
２�
１�
�

４０�
２０�
１�
２�
１�

少々

５�
４０�
５�
３�
３�

５�
１�

１３０�
２�

少々�

１２０�
４�
１０�
１０�
１５�
５�
５�
１２�
１．２�
２�
１�
�

６０�
２０�
１�
４�
３�

少々

５�
４０�
５�
３�
３�

５�
１�

１５０�
２�

少々�

ちらしずし

小松菜の
　ごま和え

ひじきと
大豆の煮物

清　汁

エネルギー

たんぱく質

脂　　　質

カルシウム

食　　　塩

お父さん　

７５６ｋｃａｌ�

２９．２ｇ　　　�

９．９ｇ　　　�

３６２ｍｇ　　�

３．７ｇ　　　�

お母さん　

６７５ｋｃａｌ�

２７．５ｇ　　　�

９．１ｇ　　　�

３４８ｍｇ　　�

３．４ｇ　　　�

子ども（女子）　

５１８ｋｃａｌ�

２３．７ｇ　　　�

８．５ｇ　　　�

２８３ｍｇ　　�

２．６ｇ　　　�

おじいさん　

６４３ｋｃａｌ�

２７．０ｇ　　　�

９．０ｇ　　　�

３４９ｍｇ　　�

３．４ｇ　　　�

お 父 さ ん

（３０～４９歳男性）

お 母 さ ん

（３０～４９歳女性）

子　ど　も

（６～８歳女子）

おじいさん

（７０歳以上男性）

三世代で囲むある日の夕食の献立三世代で囲むある日の夕食の献立

難
病
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の

　
　
　
　
　
　
継
続
申
請
の
受
付
開
始
！

難
病
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の

　
　
　
　
　
　
継
続
申
請
の
受
付
開
始
！

難
病
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の

　
　
　
　
　
　
継
続
申
請
の
受
付
開
始
！

│
社
健
康
福
祉
事
務
所
│

│
社
健
康
福
祉
事
務
所
│

１人当たりの栄養価

３０
３０

７０

（水）

１８

１３

１４

（月）

２０

（水）

名追
加
受
付
中
！

１２０

○１

○２

２９

１０

１０

（金）

（金）

○４２
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◎各教室、健診にお越しの時は、母子健康手帳をご持参ください。

★母子健康手帳交付
◇平日８時３０分～１６時３０分　＝保健センター
　窓口で随時行います。妊娠連絡票をご持参ください。

★４か月児健康診査
◇１月２８日　１３年９月生まれの乳児
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター

★離乳食教室
◇１月２４日　１３年７月生まれの乳児の保護者
　９時３０分～１１時３０分（９時３０分までにお越しください）
　＝保健センター
（取り皿･スプーン･エプロン･三角巾持参）
　お子様を連れてこられても結構です。

★１歳６か月児健康診査
◇１月７日　１２年７月生まれの幼児
◇２月４日　１２年８月生まれの幼児
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター
　（歯を磨いて行きましょう！ 事前にアンケート用紙を送付
　します。お手元にない方は保健センターへご連絡ください）

★２歳児教室
◇１月２１日　１１年１２月生まれの幼児
　９時４５分～１１時３０分＝保健センター
（１０時までにお越しください）
（子ども用歯ブラシ・タオル・コップ持参）

★３歳児健康診査
◇１月１５日　１０年１１月生まれの幼児
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター
（事前にアンケート用紙を送付します。お手元にない方は
　保健センターへご連絡ください）
（歯を磨いて行きましょう）

★母子健康相談&プレイルーム
◇１月１７日　受付時間　９時３０分～１０時３０分
　＝保健センター

★こころの相談
◇１月２８日　１３時～１４時　＝社健康福祉事務所
　　　　　　　　　　　　　　（社保健所）〈予約制〉

★一般健康相談
◇１月１１日・２月１日・８日　１３時～１４時
　＝社健康福祉事務所　〈予約制〉
　　（社保健所）

★ＨＩＶ（エイズ）抗体検査
◇１月１０日・２月７日　１１時～１２時
　　＝社健康福祉事務所〈予約制〉（無料・匿名で受けることができます）
　　　　（社保健所）　　

★ネコの引き取り
◇１月７日・２８日・２月４日　８時３０分～１０時　
　　＝保健センター

★診療時間は、午後６時から午後９時です。

★当番医は変更することがありますので、消防テレホンサービス（　　７１１９）

　または、消防署（　　０１１９）で確認してください。

★診療時間は、午前９時から午後６時までです。

★当番医は変更することがありますので、当日の新聞で確認してください。

当 番 医

坂 本 医 院

清水内科クリニック

松本小児科医院

ひまわりクリニック

小野寿仙病院

曽 野 医 院

田 渕 医 院

赤 羽 目 医 院

依 藤 診 療 所

育が丘クリニック

青 山 医 院

町立東条診療所

坂 本 医 院

復 井 診 療 所

岡田内科医院

岡 村 医 院

国立青野原病院

伊 佐 治 医 院

岡田内科医院

土 井 病 院

ますむら医院

まつい子どもクリニック

松 尾 内 科

ひまわりクリニック

まつい子どもクリニック

月　日

１月１１日（金）

　　　１２日（土）

　　　１５日（火）

　　　１６日（水）

　　　１７日（木）

　　　１８日（金）

　　　１９日（土）

　　　２１日（月）

　　　２２日（火）

　　　２３日（水）

　　　２４日（木）

　　　２５日（金）

　　　２６日（土）

　　　２８日（月）

　　　２９日（火）

　　　３０日（水）

　　　３１日（木）

２月　１日（金）

　　　　２日（土）

　　　　４日（月）

　　　　５日（火）

　　　　６日（水）

　　　　７日（木）

　　　　８日（金）

　　　　９日（土）

住　所

加東郡社町上中３丁目

敷 地 町

加東郡社町社

神 明 町

復 井 町

加東郡社町東古瀬

加東郡滝野町新町

加東郡滝野町北野

本 町

樫 山 町

加東郡東条町吉井

加東郡東条町新定

加東郡社町上中３丁目

復 井 町

市 場 町

敷 地 町

南 青 野

神 明 町

市 場 町

復 井 町

加東郡滝野町上滝野

敷 地 町

黒 川 町

神 明 町

敷 地 町

電　話

０７９５　６６６０

　１００５

０７９５　５１０５

　７２０９

　２０２０

０７９５　６２９９�

０７９５　０１６０

０７９５　５０５８

　００２８�

　８１１２

０７９５　０３２１

０７９５　００４８

０７９５　６６６０

　７３１８

　７３６６

　４３００

　２２３３

　７８８７

　７３６６

　２１１９

０７９５　０７０４

　７３６６

　０８８０

　７２０９

　７３６６

公立社総合病院

公立社総合病院

柏 木 医 院

山形整形外科

つぼた小児科医院

小野市民病院

小野市民病院

公立社総合病院

田中内科医院

小野市民病院

国立青野原病院

公立社総合病院

加東郡社町家原

加東郡社町家原

船 木 町

加東郡社町上中２丁目

西 本 町

中 町

中 町

加東郡社町家原

新 部 町

中 町

南 青 野

加東郡社町家原

０７９５　５５１１

０７９５　５５１１

　 ０１９９

０７９５　３２１５

　 ２７５２

　 ２０２０

　 ２０２０

０７９５　５５１１

　 ３４５６

　 ２０２０

　 ２２３３

０７９５　５５１１

内科系週日時間外救急医療診療（  　　　　）

休日当直医 （１０日までの分は前月号に掲載）

１０日までの分は
前月号に掲載

月　日 住　所 電　話当番医
上・内科医

下・外科医

○６３
○６３

○６７

○６２

○４２

○４２

○４２

○４２

○４２

○６３
○６６

○６６

○６３

○６３

○６６

○６２

○６３
○６２

○６２

○６６

○４２

○４２

○４８

○４２
○４８

○６２

１月1３日（日）

１月１４日（祝）

１月２０日（日）

１月２７日（日）

２月 ３ 日（日）

２月１０日（日）

○４２

○４６
○４６

○６２

○６２

○６６

○６６

○４８
○６３

○６３

○６４

○６３

保健センター
３９７７○６３

○６２



　
紅
葉
が
深
ま
り
、
季
節
も
秋
か

ら
冬
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
　
月
。

そ
ん
な
中
　
日
は
絶
好
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
日
和
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
　
月
は
下
東
条
地
区
で
開
催
。

集
合
場
所
の
コ
ミ
セ
ン
ま
で
地
元

の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
く
の
町
か

ら
約
１
０
０
名
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
の

皆
さ
ん
が
朝
早
く
か
ら
集
ま
ら
れ

ま
し
た
。「
今
回
近
く
で
あ
る
の

で
ぜ
ひ
参
加
し
た
く
て
来
ま
し
た
」

と
お
っ
し
ゃ
る
方
が
多
く
、
新
た

な
ウ
ォ
ー
カ
ー
宣
言
者
が
多
数
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
対
応
は
サ
ポ
ー

タ
ー
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
方
が

し
て
く
だ
さ
り
、
毎
回
ス
タ
ン
プ

押
し
や
道
路
安
全
員
な
ど
い
ろ
い

ろ
と
お
手
伝
い
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
今
回
は
遠
く
３
・
６
　
先
の
「
こ

だ
ま
の
森
」
ま
で
元
気
よ
く
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　
途
中
、
上
り
坂
が
だ
い
ぶ
続
き
、

「
き
つ
い
　
」
と
言
い
な
が
ら
汗

ば
む
姿
も
み
ら
れ
、
半
袖
に
な
っ

て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
方

も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　「
こ
だ
ま
の
森
」
で
小
休
止
。

は
じ
め
て
訪
れ
た
方
は
ぐ
る
っ
と

ひ
と
ま
わ
り
。
小
学
生
は
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
で
ひ
と
あ
そ
び
。
　
分
ほ

ど
し
て
か
ら
ま
た
元
気
よ
く
下
東

条
コ
ミ
セ
ン
に
も
ど
っ
て
き
ま
し

た
。

　
太
陽
が
暖
か
く
見
守
っ
て
く
れ

た
一
日
で
し
た
。

２８平成１４年　広報「おの」１月号

ウ
ォ
ー
カ
ー
情
報

ウ
ォ
ー
カ
ー
情
報

ウ
ォ
ー
カ
ー
情
報

　
月
　
日
現
在

　
月
　
日
現
在

総
宣
言
者
数

　
　
　
３，
８
２
７
名

　
今
月
は
１
月
　
日
　
に
開
催
す

る
「
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
ラ
ン
Ｗ
Ａ
Ｌ

Ｋ
」
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部
に
み

ん
な
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
冬
の

匠
台
公
園
体
育
館
周
辺
６
・
５
 

　
コ
ー
ス
を
み
ん
な
で
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
！
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
マ
ラ
ソ
ン
・

駅
伝
選
手
を
み
ん
な
で
応
援
し
な

が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部
は

申
し
込
み
不
要
で
す
。
タ
イ
ム
を

競
う
部
門
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

い
つ
も
ど
お
り
自
分
の
ペ
ー
ス
で

歩
き
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
１
月
　
日
　
 
９
時
　

分
開
会
式
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部

は
　
時
ス
タ
ー
ト
（
雨
天
の
場
合

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部
は
中
止
）

▼
集
合
場
所
　
匠
台
公
園
体
育
館

▼
コ
ー
ス
　
小
野
工
業
団
地
周
辺

コ
ー
ス
（
６
・
５
　
）

▼
そ
の
他
　
神
戸
電
鉄
樫
山
駅
か

ら
会
場
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運

行
予
定
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
ア
ル
ゴ
、
ア
ク
ト
、
各

会
館
、
教
育
委
員
会
等
に
設
置
の

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
体
育
保
健
課

（
　
　
２
４
０
９
）、
ア
ル
ゴ
（
　

　
７
０
０
０
）

◎「広報おの」は資源保護のため、再生紙を使用しています。
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中学生の部小学生の部
男／女 男子 女子

２．８
２．８
２．８
２．８
２．８

１区

２区

３区

４区

５区

６区

７区

２．２（６年男）
１．３（４年女）
１．３（５年男）
１．３（５年女）
１．３（４年男）
１．３（６年女）
２．２（６年男）

２．２
２．２
２．２
２．２
２．２

高校生の部
男子 女子

２．８
２．８
２．８
２．８
２．８

２．２
２．２
２．２
２．２
２．２

一般の部
男子 女子

２．８
２．８
２．８
２．８
２．８

２．２
２．２
２．２
２．２
２．２

数字は走行距離（ｋｍ）を表します。

区分

走者

“ウォーキング”も“ジョギング”も“マラソン”も“エキデン”
もみんな一緒に楽しもう！
　日　時　１月２７日（日）　９時３０分（開会）
　場　所　匠台公園体育館（おのアクト）周辺コース（小野流
　　　　　通等業務団地内）
　参加料　無　料
　申し込み　１月１５日（火）までに体育保健課、または総　　
　合体育館へ（ウォーキングの部は申し込み不要です）。
　その他　神鉄樫山駅から会場までシャトルバス運行予定。
　問い合わせ　体育保健課（　　２４０９）

●ウォーキングの部　６．５ｋｍ
　ハートフルウォーカー宣言者または、楽しんでいただける方
ならどなたでも参加可能です。

●マラソンの部・ジョギングの部
　・ジョギングの部　年齢制限なし　１．３ｋｍ
　・小学男子の部　小学４年生以上の男子　１．３ｋｍ
　・小学女子の部　小学４年生以上の女子　１．３ｋｍ

●エキデンの部

○６３

参加者
募集

１月２７日（日）

１８

１２

１８

１２

１１

ｋｍ

ｋｍ

ｋｍ

！！

１１

２４

１５　

「
下
東
条
地
区
」
こ
だ
ま
の
森
へ

　
　
　
　
　
　
行
っ
て
き
ま
し
た
！

「
下
東
条
地
区
」
こ
だ
ま
の
森
へ

　
　
　
　
　
　
行
っ
て
き
ま
し
た
！

　
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
か
ら

１１

１
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー

（日）

２７

（日）

２７

１０

３０

○６３
○６２


